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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 就

労
能
力
お
よ
び
就
労
意
欲

の
あ
る
離
職
者
の
う
ち
、
住
宅

を
喪
失
ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
６
か

月
を
限
度
と
し
て
住
宅
手
当
を

支
給
し
ま
す
。

同
時
に
、
住
宅
確
保
・
就
労

支
援
員
に
よ
る
就
労
支
援
な
ど

を
実
施
し
、
住
宅
お
よ
び
就
労

機
会
の
確
保
に
向
け
て
支
援
し

ま
す
。

◇
支
給
要
件

次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

▽
２
年
以
内
に
離
職
し
た

▽
離
職
前
に
自
ら
の
労
働
に
よ

り
賃
金
を
得
て
主
と
し
て
世
帯

の
生
計
を
維
持
し
て
い
た

▽

就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の

意
欲
が
あ
り
、
公
共
職
業
安
定

所
へ
求
職
を
申
し
込
む

▽
住

宅
を
喪
失
し
て
い
る
ま
た
は
喪

失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

▽
原

則
と
し
て
収
入
が
な
い

▽
同

一
世
帯
の
預
貯
金
が
単
身
で
５０

万
円
、
複
数
で
１
０
０
万
円
以

下
で
あ
る

▽
類
似
の
貸
付
ま

た
は
給
付
な
ど
を
受
け
て
い
な

い
◇
支
給
額
（
本
市
の
場
合
）

▽
単
身
世
帯
�
４
万
２
０
０
０

円
以
内

▽
複
数
世
帯
�
５
万

５
０
０
０
円
以
内

※
支
給
額
は
地
域
ご
と
に
生

活
保
護
の
住
宅
扶
助
特
別
基
準

に
準
拠
し
て
決
定
。
住
宅
を
喪

失
し
て
い
る
場
合
は
、
入
居
希

望
住
宅
の
所
在
地
の
市
町
村
が

窓
口
に
な
り
ま
す
。

◇
支
給
期
間

６
か
月
を
限

度
◇
支
給
方
法

貸
主
な
ど
へ

代
理
納
付

※
「
離
職
関
係
書
類
等
証
明

書
類
」
な
ど
申
請
に
必
要
な
書

類
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法
な

ど
く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
生
活
福
祉
課
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
を
設
置

１０
月
１
日
か
ら
市
役
所
本
庁

舎
１２
階
に
住
宅
手
当
相
談
窓
口

を
設
け
て
い
ま
す
。

◇

◇

◇
申
請
・
問
合
せ
先

生
活

福
祉
課
内
住
宅
手
当
相
談
窓
口

０
６（
６
７
４
８
）５
１
０
３
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
５

定
額
給
付
金
の
申
請
期
限

は
１０
月
２２
日
�
、
子
育
て
応

援
特
別
手
当
の
申
請
期
限
は

１０
月
２８
日
�
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
期
限
を

過
ぎ
て
し
ま
う
と
辞
退
し
た

も
の
と
し
て
給
付
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い

方
や
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再

度
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
額
給
付
金
・
子

育
て
応
援
特
別
手
当
の
今
後

の
振
込
予
定
日
は
、
１０
月
２２

日
�
、
３０
日
�
、
１１
月
５
日

�
、
１３
日
�
、
１８
日
�
で
す
。

■問合せ先 お問い合わせセンター ０５７０（０４３）０９２

経
済
危
機
対
策
の
一
環
と
し

て
、
幼
児
教
育
期
の
負
担
に
配

慮
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
２１
年

度
版
子
育
て
応
援
特
別
手
当
を

支
給
し
ま
す
。
対
象
は
、
平
成

１５
年
４
月
２
日
〜
平
成
１８
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
で
、

１
人
あ
た
り
３
万
６
０
０
０
円

を
同
居
し
て
い
る
世
帯
主
に
支

給
し
ま
す
。申
請
書
は
、１２
月
中

旬
の
送
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、

ど
う
し
て
も
今
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
に
住
民
登
録
が
で
き
な

い
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
た
め
に
、
平

成
２１
年
度
版
子
育
て
応
援
特
別

手
当
の
事
前
申
請
を
行
っ
て
い

ま
す
。

１０
月
３０
日
�
ま
で
に
、
今
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
に
「
事
前

申
請
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
前
申
請
書
は
、
市
区
町
村

の
窓
口
の
ほ
か
、
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
婦
人
相

談
所
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp���w
w
w
.m

h
lw
.g
o
.jp�

）
で
入
手
で
き

ま
す
。

な
お
、
申
請
に
は
Ｄ
Ｖ
被
害

者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

書
類
な
ど
が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応

援
特
別
手
当
対
策
室
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
申
請
・
問
合
せ
先

▽
定

額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別

手
当
対
策
室

０
６
（
４
３

０
９
）３
３
０
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
０
６
５

▽
定
額
給

付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
お

問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

０
５

７
０
（
０
４
３
）
０
９
２

経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
な
い
方

を
対
象
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給

付
し
ま
す
。
対
象
な
ど
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
対
象

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
が
全
額
免
除
と
な
っ
て
お
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
（
た
だ
し
、
す
で
に
地
デ
ジ

が
視
聴
で
き
る
環
境
に
あ
る
世

帯
を
除
く
）

�
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶

助
を
受
け
て
い
る

�
障
害
の
あ
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
�
ま
た

は
判
定
書
�、精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
所
持
）

が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税

�
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入

所
し
、
自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
込

ん
で
い
る

◇
申
込
方
法

▽
す
で
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
が
免
除
さ
れ
て
い
る
世
帯
�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
「
受
信
料
全
額
免

除
証
明
書
」
と
「
申
込
書
」
が

郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
書
い
て
、
同
封
の
封
筒
で

１２
月
２８
日
�
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
郵
送

▽
放
送
受
信
契
約
を
し
て
い

な
い
、
ま
た
は
受
信
料
免
除
の

申
請
を
し
て
い
な
い
世
帯
�
東

・
中
・
西
福
祉
事
務
所
に
あ
る

「
放
送
受
信
契
約
書
兼
放
送
受

信
料
免
除
申
請
書
」
に
、
対
象

�
�
の
世
帯
は
福
祉
事
務
所
長

の
、
�
の
世
帯
は
施
設
長
の
証

明
印
を
受
け
、
申
込
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
同
封
の
封
筒

で
１２
月
２８
日
�（
消
印
有
効
）ま

で
に
郵
送

◇
問
合
せ
先

▽
地
デ
ジ
の
支
援
、
申
込
み

に
つ
い
て
�
総
務
省
地
デ
ジ
チ

ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０
（
０
３
）３
８
４
０
、

�
０
４
４（
９
６
６
）８
７
１
９

▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
契
約
・

免
除
に
つ
い
て
�
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴

者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
５

７
０
（
０
０
）
０
５
８
８
、
�

０
４
４
（
８
８
８
）
４
３
４
０

※
総
務
省
お
よ
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
６
時
。

▽
書
類
の
配
布
お
よ
び
福
祉

事
務
所
長
の
証
明
印
に
つ
い
て

�
東
福
祉
事
務
所
保
護
係
・
福

祉
係

０
７
２（
９
８
８
）６
６

１
６
・
１
７
、
�
０
７
２
（
９

８
８
）６
６
２
０
、中
福
祉
事
務

所
保
護
第
一
係
・
福
祉
係
�
０
７

２（
９
６
０
）９
２
７
１
・
７
５
、

�
０
７
２（
９
６
０
）９
２
７
８
、

西
福
祉
事
務
所
保
護
課
・
福
祉

課
�
０
６
（
６
７
８
４
）
７
８

６
６
、
�
０
６
（
６
７
８
４
）

０
３
３
１

今
年
で
本
市
と
ド
イ
ツ
の

ベ
ル
リ
ン
市
ミ
ッ
テ
区
が
姉

妹
都
市
の
提
携
を
結
ん
で
５０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

東
大
阪
市
国
際
交
流
協
会

で
は
、
ベ
ル
リ
ン
市
の
紹
介

や
音
楽
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
を

体
感
し
て
い
た
だ
こ
う
と
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
き

１１
月
２１
日
�
午

後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分（
開

場
は
３０
分
前
）

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム

（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

◇
対
象

市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方

※
未
就
学
児
不
可
。
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
。

◇
定
員

２
０
０
人
（
抽

選
）◇

内
容

大
阪
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
交
響
楽
団
弦
楽
四
重
奏

に
よ
る
演
奏
「
皇
帝
」（
ハ
イ

ド
ン
）「
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
第

５
番
」（
ブ
ラ
ー
ム
ス
）
な
ど

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
（
１
枚
２
人
ま
で
）
に
行

事
名
、
住
所
・
氏
名
（
返
信

用
も
）、
電
話
番
号
、
希
望
人

数
を
書
い
て
、
１０
月
３０
日
�

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
文

化
国
際
課
内
国
際
交
流
協
会

事
務
局

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
５
５
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
２
３

２平成２０年度決算まとまる

４年金から住民税の引き落としを開始

５就学通知書を送付

６・７考えてみようワークライフバランス

■人 口：505，507人
■世帯数：218，223世帯（平成21年9月1日現在）

経済的に放送受信が困難な方対象

地デジチューナーを無償給付

離
職
に
よ
っ
て
住
宅
な
ど
に
お
困
り
の
方
対
象

ベルリン市姉妹都市提携５０周年記念

大阪センチュリー交響楽団

弦楽四重奏によるドイツの調べ

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
が
始
ま
り
ま
す

もくじ
■発行日：平成21年（2009年）10月15日
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■電話：06（4309）3000 ■ＦＡＸ：06（4309）3821 ■ホームページ http://www.city.higashiosaka.osaka.jp/

定額給付金の
申請期限は１０月２２日

子育て応援特別手当は１０月２８日です

平
成
２１
年
度
版

子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
支
給

バイオリン、ヴィオラ、チェロの奏
でる美しいメロディーを心で感じて
みませんか

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
被
害
者
は
事
前
申
請
を

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

侵入盗対策～家の周りは夜間でも明るく、見通しの良い環境にしましょう ―東大阪市治安対策本部―



健全化判断比率等の対象について�
（旧制度）� （地方公共団体財政健全化法）�

実
質
赤
字
比
率�

不
良
債
務�

※公営企業�
会計ごとに�
算定�

地
方
公
共
団
体�

一般会計�

特別会計�

普通会計�

公営事業�
会計�

うち�
公営企業�
会計�

一部事務組合・広域連合�

出資法人など�

実
質
赤
字
比
率�

�

連
結
実
質
赤
字
比
率�

実
質
公
債
費
比
率�

将
来
負
担
比
率�

資
金
不
足
比
率�

※公営企業�
会計ごとに�
算定�

平成２０年度の実質（累積）収支は、１３億２，８００万円

の黒字。また、単年度収支も３億４，７００万円の黒字と

なりました。

平成２０年度普通会計決算の概要は次のとおりです。

■問合せ先 財政課 ０６（４３０９）３１２４、�０６（４３０９）３８２０

◇歳 入◇
合計（１，７４０億４，１００万円）

市税収入は、景気の低迷によ

り法人市民税が１２％減少した影

響が大きく、前年度を５億５，７００

万円下回って７９７億６，６００万円とな

り、４年ぶりに前年度を下回り

ました。

地方交付税は、公債費に対す

る基準財政需要額が増加したこ

となどにより、１４億２，６００万円増

加。繰入金は、都市経営基盤整

備基金を取り崩したことによっ

て７億６，４００万円増加していま

す。

また、その他の収入は、�東
大阪市開発公社の解散に伴う市

帰属財産を諸収入や財産収入と

して受け入れたことなどにより、

３６億６，０００万円増加しました。

◇歳 出◇
合計（１，７２５億円）

人件費は、退職者数の増加に

よって退職手当が増加しました

が、これを上回る職員数の削減

効果により、１２億１，９００万円減少

しました。

扶助費は、生活保護費や障害

者自立支援費などにより、１５億

４，０００万円増加。公債費は、臨時

財政対策債や公共用地先行取得

事業債の償還および府貸付金の

繰上償還によって１２億３，８００万円

増加しています。

建設事業費では、河内花園駅

前地区再開発事業（△１１億６，９００

万円）、交通安全施設整備事業

（△４億３，９００万円）、近鉄奈良

線連続立体交差事業（△３億５，

７００万円）などにより、１９億４００万

円減少しています。

積立金では、�東大阪市開発
公社の解散に伴う市帰属財産を

都市経営基盤整備基金に４７億６，

５００万円積み立て、将来の財政運

営に備えて１０億８，９００万円を財政

調整基金に積み立てました。

なお、繰出金の減少とその他

の経費の増加は、下水道事業が

公営企業法の適用を受けたこと

により、下水道事業への支援が

繰出金からその他の経費（補助

費等）に振り替えられたことに

よるものです。

◇経常収支比率◇

財政の弾力性を示す経常収支

比率は、前年度に比べ０．４％改善

し、９８．６％になりましたが、依

然高水準にあり、非常に硬直し

た財政状況にあります。

◇地方債現在高◇

平成２０年度末の地方債現在高

（借金残高）は、前年度末に比

べ２２億８，２００万円減少し、１，６３７億

６００万円となっています。

◇ ◇

経済環境の悪化から市税収入

への影響が生じると同時に、歳

出面では今後も社会保障費の増

加が見込まれるなど、非常に厳

しい財政状況が続くと予想され

ますが、さらなる行財政改革を

推進し、限られた財源を有効に

活用して、市民サービスの向上

に努めていきます。

平成１９年６月に地方公共団体の財

政の健全化に関する法律が施行され、

地方公共団体は５つの指標「実質赤

字比率」「連結実質赤字比率」「実質

公債費比率」「将来負担比率」「資金

不足比率」（以下、財政指標）を公表

することが義務付けられました。

財政指標には早期健全化基準と財

政再生基準、また公営企業には経営

健全化基準が設けられており、この

基準を超えると、財政運営にかかる

計画を策定し、さらなる財政の健全

化を図らなければなりません。

本市の平成２０年度決算に基づき算

定した各比率（暫定値）は下表のとお

りで基準を下回っていますが、今後

も健全な財政運営に努めていきます。

【用語説明】
�実質赤字比率：一般会計などに
おける実質赤字の比率

�連結実質赤字比率：全会計を対
象とした実質赤字（または資金不足

額）の比率

�実質公債費比率：一般会計など
が負担する元利償還金および準元利

償還金の比率（３か年平均）

※準元利償還金とは、公営企業や

一部事務組合の公債費に対する支出

（繰出金など）と債務負担行為など、

実質的に公債費とみなされるものの

額。

�将来負担比率：公営企業、出資
法人などを含めた一般会計などの実

質的な負債の比率

※将来負担の内容としては、地方

債現在高および債務負担行為に基づ

く支出予定額、退職手当支給予定額、

連結実質赤字額、公営企業や一部事

務組合の元金償還に充てる負担見込

み額など。

�資金不足比率：公営企業ごとの
資金の不足額の比率

�早期健全化基準：自主的な改善
努力による財政健全化を求められる

基準

�財政再生基準：国などの関与に
よる確実な再生が求められる基準

	経営健全化基準：公営企業ごと
の自主的な改善努力による経営の健

全化を求められる基準

決算規模および収支 （単位：百万円、％）

区 分 平成２０年度 平成１９年度 増減額 増減率

歳入総額 � １７４，０４１ １６８，２６９ ５，７７２ ３．４％

歳出総額 � １７２，５００ １６７，２２１ ５，２７９ ３．２％

形式収支�―� � １，５４１ １，０４８ ４９３ ４７．０％

翌年度へ繰越すべき財源 � ２１３ ６７ １４６ ２１７．９％

実質収支�―� １，３２８ ９８１ ３４７ ←単年度収支

健全化判断比率 （単位：％）

財政再生基準
２０．０

４０．０

３５．０

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は、実質収支が黒字のため「―」となっています。

早期健全化基準
１１．２５

１６．２５

２５．０

３５０．０

本市の算定結果
―

―

８．０

９３．７

項 目
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

資金不足比率 （単位：％）

経営健全化基準

２０．０

２０．０

２０．０

※各公営企業とも資金不足ではないため「―」となっています。

本市の算定結果

―

―

―

公営企業の名称

水 道 事 業

病 院 事 業

公共下水道事業

歳 入 （単位：百万円、％）

区 分 平成２０年度 平成１９年度 増減額 増減率
市税 ７９，７６６ ８０，３２３ △５５７ △０．７％

うち個人市民税 （２５，３７４） （２５，１３４） （２４０） （１．０％）

うち法人市民税 （８，０９８） （９，２０１）（△１，１０３）（△１２．０％）

うち固定資産税 （３２，９３６） （３２，５６９） （３６７） （１．１％）

うち都市計画税 （７，０４０） （７，００３） （３７） （０．５％）

地方譲与税 １，００４ １，０４０ △３６ △３．５％

地方交付税 １７，４９７ １６，０７１ １，４２６ ８．９％

交付金 ７，７２４ ７，９４４ △２２０ △２．８％

国・府支出金 ３７，２２９ ３６，５８７ ６４２ １．８％

繰入金 ２，６３４ １，８７０ ７６４ ４０．９％

市債 １２，４３０ １２，３３７ ９３ ０．８％

その他の収入 １５，７５７ １２，０９７ ３，６６０ ３０．３％

歳入合計 １７４，０４１ １６８，２６９ ５，７７２ ３．４％

歳 出（性質別） （単位：百万円、％）

区 分 平成２０年度 平成１９年度 増減額 増減率
人件費 ３５，０９６ ３６，３１５ △１，２１９ △３．４％

うち退職手当 （６，０９６） （５，８５２） （２４４） （４．２％）

扶助費 ４９，７７１ ４８，２３１ １，５４０ ３．２％

公債費 １７，６７５ １６，４３７ １，２３８ ７．５％

義務的経費（小計） １０２，５４２ １００，９８３ １，５５９ １．５％

繰出金 １４，０４２ ２２，７９１ △８，７４９ △３８．４％

建設事業費 ９，２１５ １１，１１９ △１，９０４ △１７．１％

積立金 ５，９０５ ２，１１６ ３，７８９ １７９．１％

その他の経費 ４０，７９６ ３０，２１２ １０，５８４ ３５．０％

歳出合計 １７２，５００ １６７，２２１ ５，２７９ ３．２％

本市の健全化判断比率等を公表

決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決 算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算 のののののののののののののののののののののの 概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概 要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

平成２０年度

（２）平成２１年１０月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



病
気
や
ケ
ガ
で
保
険
証
を
持

っ
て
医
師
の
治
療
を
受
け
た
と

き
は
、
医
療
費
総
額
の
う
ち
一

部
負
担
金
を
支
払
う
だ
け
で
、

あ
と
は
国
保
が
医
療
機
関
に
直

接
支
払
い
ま
す
。
一
部
負
担
金

は
、
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
２

割
、
義
務
教
育
就
学
か
ら
６９
歳

ま
で
が
３
割
、
７０
歳
以
上
が
１

割
ま
た
は
３
割
で
す
。

や
む
を
得
ず
保
険
証
を
提
示

せ
ず
に
受
診
し
、
医
療
費
の
全

額
を
自
己
負
担
し
た
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
、
本
来
国
保
が
負

担
す
る
療
養
費
（
７
割
〜
９
割

分
）
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

療
養
費
の
申
請
は
、
医
療
機

関
に
よ
る
医
師
の
診
療
内
容
明

細
書
お
よ
び
領
収
書
、
国
民
健

康
保
険
証
、
印
鑑
、
振
込
先
の

わ
か
る
も
の
を
持
っ
て
、
医
療

保
険
室
資
格
給
付
課
ま
た
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
給
付
額
は
保
険
診
療

に
よ
り
計
算
し
た
金
額
か
ら
一

部
負
担
金
を
差
し
引
い
た
額
を

払
い
戻
し
ま
す
の
で
、
実
際
に

支
払
っ
た
額
よ
り
少
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
海
外
療
養
費
】

海
外
旅
行
中
な
ど
に
病
気
や

ケ
ガ
の
治
療
を
受
け
た
と
き
も
、

療
養
費
の
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
治
療
目
的
の
渡

航
は
除
く
）。

申
請
に
は
、
診
療
内
容
明
細

書
、
領
収
明
細
書
（
以
上
２
つ

が
外
国
語
で
書
か
れ
て
い
る
場

合
に
は
日
本
語
の
翻
訳
文
）
が

必
要
で
す
（
ほ
か
は
療
養
費
と

同
じ
）。

な
お
、
国
内
の
医
療
機
関
に

か
か
っ
た
場
合
の
保
険
診
療
を

標
準
と
し
た
金
額
（
実
際
の
金

額
が
低
い
と
き
は
実
費
額
）
に

よ
り
計
算
し
ま
す
。

全
額
自
己
負
担
で
す

保
険
診
療
外
の
治
療

健
康
診
断
や
予
防
注
射
、
美

容
整
形
、
歯
の
矯
正
な
ど
、
病

気
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の
は
、

受
診
時
に
保
険
証
を
提
示
し
て

も
保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
ず

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
業
務
上
の
ケ
ガ
や
病

気
、
医
師
の
指
示
に
従
わ
な
い

と
き
や
け
ん
か
な
ど
、
患
者
自

身
の
責
任
に
よ
る
傷
病
、
故
意

に
よ
る
事
故
や
犯
罪
行
為
に
よ

る
ケ
ガ
な
ど
も
全
額
自
己
負
担

で
す
。◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

国
民
健
康
保
険
料
の
口
座

振
替
制
度
を
広
く
加
入
者
の

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
こ
の
ほ
ど
国
民
健

康
保
険
口
座
振
替
推
進
員
を

配
置
し
、
近
鉄
布
施
、
若
江

岩
田
、
瓢
�
山
な
ど
の
駅
頭

や
商
店
街
で
、
口
座
振
替
制

度
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

次
の
と
お
り
、
休
日
・
夜

間
・
出
張
納
付
相
談
を
行
い

ま
す
。
保
険
料
決
定
通
知
書

（
納
付
書
）
な
ど
を
持
参
の

う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
休
日
・
夜
間
・
出

張
納
付
相
談
は
来
所
の
み
の

相
談
で
、
電
話
で
の
照
会
や

相
談
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
休
日
・
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
休
日
�
１０
月

２４
日
�
、
２５
日
�
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時

▽
夜
間
�
１０

月
２６
日
�
〜
２８
日
�
午
後
５

時
３０
分
〜
８
時

◇
と
こ
ろ

医
療
保
険
室

保
険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

１０
月
３０
日
�
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

布
施
駅
前
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

国
保
の
資
格
は
、
社
会
保

険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
と

き
や
転
入
し
た
と
き
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

会
社
の
健
康
保
険
を
や
め

た
と
き
や
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
し
て
き
た
と
き
、
生
活

保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と

き
に
は
、
必
ず
国
保
に
加
入

の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
は
、
年
金
証
書

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１４
日
以
内
に
届
出
を
す
る

と
、
以
前
の
健
康
保
険
か
ら

継
続
し
て
保
険
給
付
で
き
ま

す
が
、
１４
日
を
過
ぎ
る
と
届

出
日
か
ら
の
給
付
と
な
り
、

保
険
を
使
え
な
い
期
間
が
で

き
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、加
入
届
が
遅
れ
る
と
、

以
前
加
入
し
て
い
た
健
康
保

険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
日

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
最
大

２
年
間
の
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
保
の
資
格
が
な

く
な
っ
た
と
き
に
は
、
資
格

の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

資
格
が
な
く
な
っ
た
後
に
、

国
保
の
保
険
証
で
医
療
機
関

に
受
診
さ
れ
る
と
、
国
保
が

負
担
し
た
医
療
費
を
後
日
返

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
資
格
給
付
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
１
６
７
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
４

人
間
ド
ッ
ク
は
、
日
ご
ろ
の

生
活
習
慣
を
振
り
返
る
良
い
機

会
で
す
。

病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
の

た
め
に
も
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
指

定
医
療
機
関
へ
直
接
予
約
の
う

え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
指
定
医
療
機
関

▽
池
田

病
院
�
０
６（
６
７
２
１
）０
１

５
１

▽
石
切
生
喜
病
院
�

０
７
２
（
９
８
６
）
３
６
０
４

▽
市
立
総
合
病
院
�
０
６（
６
７

８
１
）
５
１
０
１

▽
な
が
は

ら
病
院
�
０
６
（
６
７
４
４
）

０
１
１
１

▽
森
本
記
念
ク
リ

ニ
ッ
ク
健
診
セ
ン
タ
ー
�
０
７

２（
９
６
６
）８
１
６
６

▽
若

草
第
一
病
院
�
０
７
２
（
９
８

８
）
１
４
０
９

※
な
が
は
ら
病
院
で
は
脳
Ｍ

Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

◇
対
象

国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
受
診
時
に
納
期
が
き
て

い
る
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る

方
◇
助
成
額

▽
人
間
ド
ッ
ク

日
帰
り
コ
ー
ス
契
約
額
（
税
込

４
万
９
５
０
円
）
の
半
額
２
万

４
７
５
円

▽
人
間
ド
ッ
ク
と

同
時
受
診
時
の
脳
Ｍ
Ｒ
検
査
費

用
の
半
額
（
た
だ
し
上
限
１
万

３
０
０
０
円
）

◇
申
請
方
法

受
診
後
２
年

以
内
に
領
収
書
、
国
民
健
康
保

険
証
、
印
鑑
、
振
込
先
の
わ
か

る
も
の
を
持
っ
て
、
医
療
保
険

室
資
格
給
付
課
ま
た
は
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

平
成
２１
年
第
３
回
定
例
議

会
は
、
９
月
２５
日
�
か
ら
１０

月
２３
日
�
ま
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
本
会
議
の
と
き

１０
月

２３
日
�

◇
内
容

採
決

※
開
会
時
間
は
午
前
１０
時

で
す
。
日
程
は
変
わ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、

委
員
会
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

を
開
始
】

市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
議

会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
議
会
の

視
聴
の
機
会
を
広
げ
る
た
め
、

平
成
２１
年
第
３
回
定
例
議
会

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
本
会
議
の
生
中
継
お
よ

び
録
画
中
継
を
開
始
し
ま
し

た
。
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp���h

ig
a
s
h
io
s

a
k
a
.g
ijiro

k
u
.co
m
�

g
ik
ai�

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
導
入
に
伴
い
、
見
や
す

く
わ
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

議
会
事
務

局

０
６（
４
３
０
９
）３
２

９
４
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
６
８

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象

品
目（
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機

・
衣
類
乾
燥
機
）
を
自
分
で

指
定
引
取
場
所
へ
持
ち
込
み

処
分
を
依
頼
す
る
場
合
、
こ

れ
ま
で
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
持

込
み
先
が
分
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
１０
月
１
日
か
ら
全
国

す
べ
て
の
指
定
引
取
場
所

で
、
す
べ
て
の
メ
ー
カ
ー
の

引
取
り
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。市

近
隣
の
指
定
引
取
場
所

は
表
の
と
お
り
で
す
。ま
た
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品

目
の
処
分
の
仕
方
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

環
境
事
業

課

０
６（
４
３
０
９
）３
２

０
０
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
８

電話番号

０６（６９９５）５４４４

０７２（９２９）２２０５

０６（６９１１）３８９２

０７２（９９１）２９５７

所在地

守口市東郷通２―５―５

八尾市南太子堂５―４―
２７

大阪市鶴見区焼野３―
２―２４

八尾市神武町２―２４

施設名

�サンコー運輸
SANWA・TRANS・NET�
八尾事業所

日本通運�大阪東支店
大阪東部流通事業所

日本通運�天王寺支店
八尾倉庫

届出は１４日以内に

国保加入・資格喪失

申
請
に
よ
り
療
養
費
を
給
付

国 保

定
例
議
会
を
開
催

保
険
証
を
持
た
ず
に
受
診
し
た
と
き

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
開
始
し
ま
し
た

家電リサイクル法対象品目

指定引取場所で
全メーカーに対応

費
用
を
助
成
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

口座振替制度をＰＲ

推進員を配置

長
寿
・
国
保

納
付
が
困
難
な
方
は
相
談
を

や
っ
ぱ
り
ね

苦
し
い
ん
だ
よ

ひ
と
り
っ
て

国 保

中
学
校
１
年
生
（
人
権
作
品
集
）

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２１年１０月１５日（３）
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○B

○A

○C

よくある質問

Ｑ１：年金からの引き落としは、
本人の希望で納付方法を選択する

ことができますか？

Ａ１：納付方法を選択すること
はできません。

地方税法により、６５歳以上の公

的年金などを受給している納税義

務者は、年金所得にかかる住民税

については年金からの特別徴収で

納付していただくことなります。

Ｑ２：一括して納付することは
できますか？

Ａ２：一括して納付いただくこ
とはできません。年金支給時ごと

に引き落としとなります。

Ｑ３：会社勤めをしながら、公
的年金を受給しています。これま

で会社の給料から、給与収入にか

かる住民税と公的年金にかかる住

民税が引き落としされていました

が、このまま会社の給料から併せ

て引き落としすることはできます

か？

Ａ３：地方税法の改正により、
公的年金などにかかる住民税は給

与からの引き落としができなくな

りました。

【６５歳未満の年金受給者】
年金からの住民税の特別徴収開

始に伴い、６５歳未満で会社勤めを

しながら、公的年金を受給してい

る方も、公的年金などにかかる住

民税は給与からの引き落としがで

きなくなりました。そのため、普

通徴収（納付書など）で納めてい

ただくことになります。

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

６５
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）

の
年
金
受
給
者
で
、
住
民
税
を

納
税
す
る
義
務
が
あ
る
方
を
対

象
に
、
１０
月
支
給
分
の
年
金
か

ら
住
民
税
の
引
き
落
と
し
（
特

別
徴
収
制
度
）を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
年
金
を
支
給

す
る
社
会
保
険
庁
な
ど
の
年
金

保
険
者
が
、
年
金
を
支
給
す
る

前
に
住
民
税
を
引
き
落
と
し
、

市
区
町
村
へ
直
接
納
入
す
る
も

の
で
、
納
税
義
務
の
あ
る
年
金

受
給
者
の
納
税
の
便
宜
を
図
る

と
と
も
に
、
市
町
村
の
徴
収
の

効
率
化
を
図
る
も
の
で
す
。

新
た
な
税
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん

特
別
徴
収
制
度
の
導
入
は
、

納
税
方
法
を
変
更
す
る
だ
け
の

も
の
で
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て

新
た
な
税
負
担
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

課
税
内
容
は
、
６
月
に
送
付

し
た
「
市
民
税
・
府
民
税

税

額
決
定
納
税
通
知
書
」
の
２
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
下

表
参
照
）。

対
象
は
６５
歳
以
上
で

年
金
所
得
に
か
か
る
住
民

税
の
納
税
義
務
者
で
す

対
象
は
、
４
月
１
日
現
在
６５

歳
以
上
の
年
金
受
給
者
で
、前
年

中
の
年
金
所
得
に
か
か
る
住
民

税
の
納
税
義
務
が
あ
る
方
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

▽
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら

引
き
落
と
し
さ
れ
て
い
な
い
方

▽
引
き
落
と
し
さ
れ
る
住
民

税
額
が
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の

額
を
超
え
る
方

【
引
き
落
と
し
対
象
年
金
】

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
昭
和

６０
年
以
前
の
制
度

に
よ
る
老
齢
年
金
、

退
職
年
金
な
ど
が

引
き
落
と
し
対
象

年
金
で
す
。

障
害
年
金
お
よ

び
遺
族
年
金
な
ど
、

非
課
税
の
年
金
か
ら
住
民
税
を

引
き
落
と
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。【

引
き
落
と
し
住
民
税
額
】

年
金
所
得
の
金
額
か
ら
計
算

し
た
住
民
税
額
の
み
を
引
き
落

と
し
し
ま
す
。

給
与
所
得
や
事
業
所
得
な
ど

に
か
か
る
住
民
税
を
年
金
か
ら

引
き
落
と
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
給
与
か

ら
の
引
き
落
と
し
、
ま
た
は
納

付
書
、
口
座
振
替
で
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

引
き
落
と
し
が

中
止
と
な
る
場
合

引
き
落
と
し
開
始
後
、
市
外

へ
の
転
出
、
税
額
の
変
更
、
年

金
の
支
給
停
止
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
は
、
引
き
落
と
し
が
中

止
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

残
り
の
税
額
に
つ
い
て
は
、
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
年
金
記
録
の
再
裁
定
】

年
金
記
録
の
再
裁
定
に
よ
り
、

年
金
支
払
額
が
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
基
づ

き
、
年
税
額
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
税
額
変
更
の
通
知
を

す
る
と
と
も
に
、
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
を
中
止
し
ま
す
。

こ
の
場
合
も
、
残
り
の
税
額
は

納
付
書
な
ど
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

市
民
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
９

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

市
で
は
、
定
め
ら
れ
た
納

期
限
ま
で
に
市
税
を
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
の
財
産
を

差
し
押
さ
え
、
ネ
ッ
ト
上
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
形
式
で
売
却

し
、
代
金
を
市
税
に
充
当
し

て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
納
税
課
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
公
売
物
件

絵
画
、
掛

け
軸
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
付
き
座

卓
◇
公
売
方
法

せ
り
売
り

方
式◇

申
込
期
限

１０
月
２０
日

�
午
後
５
時

◇
入
札
期
間

１０
月
２６
日

�
午
後
１
時
〜
２８
日
�
午
後

２
時◇

売
却
決
定
日

１０
月
２８

日
�
入
札
終
了
後

◇
買
受
代
金
納
付
期
限

１１
月
４
日
�
午
後
２
時
３０
分

不
動
産
合
同
公
売

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し

押
さ
え
た
不
動
産
を
公
売
し

ま
す
。
売
却
し
た
代
金
は
市

税
に
充
当
し
ま
す
。

◇
公
売
物
件

森
河
内
東

一
丁
目
の
宅
地
（
９
８
８
�

の
内
持
分
５
分
の
１
）

※
持
分
５
分
の
４
は
東
大

阪
税
務
署
の
公
売
財
産
。

◇
公
売
方
法

入
札

◇
と
き

１１
月
１９
日
�
午

前
１１
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

東
大
阪
税
務

署

◇

◇

◇
問
合
せ
先

納
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
５
３
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
８

市
民
税
・
府
民
税
第
３
期

分
の
納
期
限
は
１１
月
２
日
�

で
す
。
納
期
限
ま
で
に
市
税

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便

局
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合

は
再
発
行
し
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
口
座

振
替
利
用
者
は
預
金
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
休
日
納
付
相
談
】

納
付
が
困
難
な
方
を
対
象

に
休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま

す
。
来
庁
ま
た
は
電
話
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

１０
月
２４
日
�
、

２５
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
※
納
税
通
知
書
、
印
鑑
を

持
参
。

◇
問
合
せ
先

納
税
課

〈
郵
便
番
号
が
５
７
７
の
方
�

０
６（
４
３
０
９
）３
１
５
０

〜
１
〉
〈
郵
便
番
号
が
５
７

８
の
方
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
１
４
９
〉
〈
郵
便
番
号
が

５
７
９
の
方
�
０
６
（
４
３

０
９
）３
１
４
８
〉、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
８

翌年度（年金特別徴収開始の次年度）以降
２月

特別徴収（年金からの引き落としとなります）

年税額から上半期の特別徴
収税額を引いた残りの額の
１／３ずつ

１２月１０月８月

前年度の２月特別徴収税額
が翌年度の上半期（４月・
６月・８月）の仮徴収税額
となります。 	

６月４月納期
徴収
方法

税額

今年度（年金特別徴収開始年度）
２月


 特別徴収
（年金からの引き落としとなります）

年税額の１／６ずつ

１２月１０月第２期（８月）
� 普通徴収

（納付書などにより納付してください）

年税額の１／４ずつ

第１期（６月）納期
徴収
方法
税額

年金からの特別徴収制度開始による住民税の納付方法

※年金以外の所得による税額は、普通徴収や給
与からの特別徴収にて納付していただきます。

ゆ
る
し
ま
せ
ん
�
滞
納

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す

６月送付分の納税通知書（２ページ）の見方

１０月支給分の年金から開始

納
期
限
は
１１
月
２
日

市
・
府
民
税
第
３
期
分

６５歳以上の
年金受給者
が対象です

お
買
い
物
は

東
大
阪
市
内
で

（４）平成２１年１０月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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をををををををををを
送送送送送送送送送送
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学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
をををををををををををををををををををを
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

来
年
４
月
に
小
・
中
学
校
へ

入
学
す
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭

に
は
、
就
学
通
知
書
を
小
学
校

は
１１
月
１０
日
�
、
中
学
校
は
１２

月
９
日
�
に
発
送
し
ま
す
。
届

い
た
通
知
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
期
限
ま
で
に
指
定
の
学

校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
校
新
入
学
は
、
平
成
１５

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１６
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど

も
が
対
象
で
す
。

就
学
通
知
書
が
、
発
送
か
ら

３
日
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
と

き
は
至
急
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
通
知
書

の
送
付
が
早
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
支
援
学
校
な
ど
へ
の
入
学

手
続
き
は
１２
月
上
旬
ま
で
に
】

市
で
は
、障
害
の
あ
る
子
ど
も

の
入
学
に
つ
い
て
、本
人
と
保
護

者
の
意
向
を
尊
重
し
て
い
ま
す
。

入
学
先
は
、
小
・
中
学
校
の

通
常
学
級
・
支
援
学
級
の
ほ
か
、

支
援
学
校
、
視
覚
支
援
学
校
、

聴
覚
支
援
学
校
が
あ
り
ま
す
。

支
援
学
校
な
ど
へ
の
入
学
を

考
え
て
い
る
方
は
、
各
学
校
ま

た
は
学
校
教
育
推
進
室
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
支
援
学

校
な
ど
へ
の
入
学
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
１２
月
上
旬
ま
で
に

学
事
課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

越
境
入
学
は
で
き
ま
せ
ん

通
学
区
域
は
、
す
べ
て
の
児

童
・
生
徒
に
教
育
を
受
け
る
権

利
を
保
障
す
る
た
め
に
、
学
校

規
模
、
通
学
の
距
離
、
地
域
的

つ
な
が
り
な
ど
を
考
え
て
決
め

て
い
ま
す
。

通
学
区
域
を
無
視
し
て
越
境

入
学
が
行
わ
れ
る
と
、
学
校
内

に
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
ず
み
が
生
じ
、

教
育
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

越
境
入
学
を
な
く
す
た
め
、

施
設
や
設
備
、
教
職
員
の
配
置

な
ど
整
備
充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。
越
境
入
学
防
止
に
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

▽
学
事
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２
７
１

▽
学
校
教
育
推
進
室

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
６
９

※
フ

ァ
ク
ス
は
い
ず
れ
も
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
３
８

就
学
前
に
健
康
診
断
を

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
子
ど
も
の
「
就
学
前
の
健

康
診
断
」
を
、
次
の
と
お
り
市

内
の
小
学
校
で
行
い
ま
す
。

こ
の
健
康
診
断
は
、
法
律
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務

や
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
結
果
に
よ
っ
て

入
学
す
る
学
校
を
指
定
す
る
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
１１
月

２５
日
�
�
長
瀬
南
、
成
和
、
永

和

▽
２６
日
�
�
孔
舎
衙
、
枚

岡
西
、
北
宮
、
縄
手

▽
２７
日

�
�
弥
刀
東
、
縄
手
北
、
菱
屋

西
、
三
ノ
瀬

▽
３０
日
�
�
枚

岡
東
、
大
�
東
、
高
井
田
東

▽
１２
月
１
日
�
�
弥
栄
、荒
川
、

太
平
寺
、
西
堤
、
石
切
、
楠
根

▽
２
日
�
�
上
四
条
、
玉
川

▽
３
日
�
�
若
江
、高
井
田
西
、

八
戸
の
里

▽
４
日
�
�
縄
手

東
、
玉
美
、
意
岐
部
、
意
岐
部

東

▽
７
日
�
�
孔
舎
衙
東
、

鴻
池
東
、
小
阪
、池
島
、森
河
内

▽
８
日
�
�
花
園
、
岩
田
西
、

上
小
阪
、
大
�

▽
９
日
�
�

石
切
東
、
長
瀬
西
、
八
戸
の
里

東
、
弥
刀

▽
１０
日
�
�
英
田

南
、
長
瀬
北
、
楠
根
東
、
藤
戸
、

長
瀬
東

▽
１１
日
�
�
玉
串
、

花
園
北
、
縄
手
南
、
長
堂

▽

１４
日
�
�
英
田
北
、柏
田
、加
納

◇
受
付
時
間

午
後
１
時
５０

分
〜
３
時
１５
分

◇
健
診
時
間

午
後
２
時
〜

３
時
３０
分

◇
問
合
せ
先

教
職
員
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２
７
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
８

【公立幼稚園】
４歳児の二次募集を行います。

対象 平成１７年４月２日～平成１８年

４月１日に生まれ、園区内に住民登

録または外国人登録している保護者

と同居する幼児 ※願書受付日にほ

かの市立幼稚園の当選・補欠の権利

を辞退している方。 定員 �縄手
南�３７人�縄手�１０人�縄手北�２
人�枚岡�２１人�石切�８人�英田
�１４人�岩田�１９人�小阪�４人�
高井田�１１人�弥刀東�６人�長瀬
西�１１人�菱屋西�１２人 ※園区を

越える申込み不可。

申込方法 �願書交付�１０月２３日
�まで（土・日曜日、祝日を除く午
後２時～４時）�願書受付�１０月２６
日�午後１時３０分～２時（定員を超
えた場合は受付後に抽選） ※９月

に交付した願書は受付できません。

願書の交付・受付は各幼稚園で実施。

■問合せ先 �縄手南幼稚園 ０７２

（９８２）１４７１ �縄手幼稚園 ０７２（９８１）

２０５０ �縄手北幼稚園 ０７２（９８１）２２９０

�枚岡幼稚園 ０７２（９８１）２８７４ �石
切幼稚園 ０７２（９８１）３５２０ �英田幼
稚園 ０７２（９６１）６６６５ �岩田幼稚園
０７２（９６１）８６１１ �小阪幼稚園 ０６

（６７２１）０９３１ �高井田幼稚園 ０６

（６７８３）１０００ �弥刀東幼稚園 ０６

（６７２３）１１００ �長瀬西幼稚園 ０６

（６７２８）１００１ �菱屋西幼稚園 ０６

（６７２４）０６５０ �学事課 ０６（４３０９）

３２７１、�０６（４３０９）３８３８
【私立幼稚園】
１０月の一次募集に応募できなかっ

た方のために二次募集を行います。

受付日、定員などは各園で異なります

ので、直接各園にお問合せください。

■問合せ先 各私立幼稚園

先
月
、
大
阪
市
内
で
起
き
た

消
火
器
の
破
裂
事
故
は
、
老
朽

し
て
腐
食
し
た
消
火
器
を
触
っ

て
い
た
と
き
に
起
き
ま
し
た
。

消
火
器
は
、
初
期
消
火
に
非

常
に
有
効
で
す
が
、
取
扱
い
を

誤
る
と
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
使
用
で
き

る
よ
う
、
消
火
器
の
適
正
な
保

管
と
日
常
的
な
点
検
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
ど
う
し
て
破
裂
す
る
の
】

消
火
器
の
内
部
は
圧
縮
さ
れ

た
二
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
を
内
蔵

し
て
い
ま
す
。
消
火
器
の
レ
バ

ー
を
握
る
と
ボ
ン
ベ
が
破
ら
れ
、

本
体
容
器
の
内
部
に
二
酸
化
炭

素
が
充
満
し
、
そ
の
圧
力
で
薬

剤
が
放
出
さ
れ
ま
す
。
消
火
器

本
体
や
キ
ャ
ッ
プ
に
腐
食
や
変

形
が
あ
る
と
、
本
体
容
器
の
内

部
に
圧
力
が
か
か
り
、
破
裂
が

起
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
火
器
の
保
管
に
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
直
接
地
面
に
設
置
し
な
い

▽
水
が
か
か
る
場
所
、
湿
気
が

あ
る
場
所
に
設
置
し
な
い

▽

時
々
点
検
し
、
腐
食
や
傷
が
な

い
か
確
認
す
る

【
そ
の
消
火
器
は
大
丈
夫
？
】

一
般
家
庭
で
の
消
火
器
設
置

や
点
検
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

消
火
器
の
一
般
的
な
耐
用
年
数

は
５
年
か
ら
８
年
ま
で
で
す
。

８
年
以
内
で
あ
っ
て
も
、
腐

食
や
傷
な
ど
の
異
常
が
あ
っ
た

場
合
は
使
用
を
避
け
、
古
く
な

っ
た
消
火
器
（
特
に
腐
食
が
あ

る
も
の
）
は
使
用
せ
ず
、
取
扱

事
業
者
に
点
検
や
廃
棄
処
分
を

依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

【
定
期
的
な
点
検
を
】

容
器
内
の
消
火
粉
末
は
、
長

い
間
放
置
し
た
り
湿
気
の
多
い

場
所
な
ど
に
設
置
し
た
り
す
る

と
固
ま
る
可
能
性
が
あ
り
、
い

ざ
使
用
す
る
と
き
に
粉
末
が
出

て
こ
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

定
期
的
に
消
火
器
を
傾
け
て
、

容
器
内
の
粉
末
が
サ
ラ
サ
ラ
動

い
て
い
る
か
を
耳
に
近
づ
け
て

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
破
裂

の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
際
、
誤
っ
て
安
全
ピ
ン
を

抜
か
な
い
よ
う
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◇

◇

消
火
器
の
点
検
や
廃
棄
処
分

に
つ
い
て
な
ど
、
く
わ
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

消
防
局
で
は
、
消
火
器
の
引
取

り
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

◇
問
合
せ
先

▽
	
日
本
消

火
器
工
業
会

０
６
（
６
９

４
１
）２
０
３
３

▽
消
防
局
予

防
広
報
課

０
７
２（
９
６
６
）

９
６
６
３
、�
０
７
２（
９
６
６
）

９
６
９
６

荒本子育て支援センター

【ひよこっこ広場】
おもちゃで遊びます。 とき
�１０月２６日�午前９時３０分～１１時
３０分�３０日�午後１時３０分～３
時３０分�１１月２日�午後１時３０
分～３時３０分 対象 よちよち

歩きができる２歳までの乳児と

その保護者 ※申込不要。

【子育て相談デー】
子育ての悩みや不安を話しま

せんか。 とき １０月２６日�午
後１時３０分～２時３０分、午後３

時～４時 申込方法 １０月１６日

�午後１時３０分から電話で
【リフレッシュ講座】
いろいろなものを作りません

か。子どもは保育します。 と
き・内容 �１１月２日��フェ
ルトケーキ作り�９日��おも
ちゃ入り入浴剤作り ☆いずれ

も午前１０時～１１時３０分 対象
２歳以上の乳幼児とその保護者

定員 各１０組（抽選） 申込方

法 １０月１９日�午後１時３０分～
２３日�午後５時に電話で ※当

選者は１０月２６日�に連絡。
◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先
荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

鴻池子育て支援センター

【よちよちタイム】
とき １０月１６日�、１１月２０日�
午後１時３０分～３時３０分 対象
よちよち歩きができる２歳まで

の乳児とその保護者 ※申込不

要。

【みんなで楽しくランチタイ
ム】
保育所の食事を食べながら交

流します。 とき １０月３０日�
午前１０時３０分～正午 対象 １

歳６か月～３歳未満の乳幼児と

その保護者 定員 １０組（申込

先着順） 料金 １人１５０円 ※

お茶、コップ、大人用のはしを

持参。 申込方法 １０月２３日�

午後１時～５時に電話で

【離乳食を作って食べよう】
とき １１月２０日�午前９時４０
分～１１時３０分 対象 ５か月～

１０か月の乳児とその保護者 定
員 ６組（申込先着順） 料金
５０円程度 ※エプロン、三角巾、

日ごろ使っているスプーン、皿、

お茶を持参。 申込方法 １０月

３０日�午前１０時３０分～午後５時
に電話で

◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先
鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

長瀬子育て支援センター

【わいわいランチタイム】
保育所の食事を食べながら交

流します。アレルギーのある方

は要相談。 とき １１月１０日�
午前１０時３０分～正午 対象 １

歳６か月～３歳未満の乳幼児と

その保護者 定員 １０組（申込

先着順） 料金 １組３００円 申
込方法 １０月３０日�午前１０時か
ら電話で

■ところ・申込み・問合せ先
長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

新新
１１
年年
生生
のの
みみ
なな
ささ
んん
へへ

今年度から通知
書の送付が早く
なっています

ご注意を

みんなで遊ぼ�
子育て支援センターの催し
※車での来場はご遠慮ください

幼稚園児（４歳児）二次募集

ご
注
意
を
�

消
火
器
の
破
裂
事
故

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２１年１０月１５日（５）
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全国・大阪府・東大阪市の自殺率（人口10万対）�
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ス
ト
レ
ス
の
多
い
毎
日
を
過

ご
し
、�
か
ら
だ
�
だ
け
で
な
く

�
こ
こ
ろ
�
も
疲
れ
て
い
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
疲
れ
が
う
ま
く
解

消
で
き
な
い
で
い
る
と
、
こ
こ

ろ
の
病
に
陥
り
、
代
表
格
で
あ

る
「
う
つ
病
」
に
か
か
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
見

過
ご
す
と
最
悪
の
場
合「
自
殺
」

に
至
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
が
、
う
つ
病
を
良

く
知
り
、
治
療
す
る
こ
と
で
、

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

見
過
ご
し
や
す
い

こ
こ
ろ
の
疲
れ

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合

う
た
め
、
見
過
ご
し
や
す
い
こ

こ
ろ
の
疲
れ
を
左
の
「
う
つ
病

チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
」
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
事
な
の
は
気
づ
く
こ
と

過
剰
な
ス
ト
レ
ス
が
続
い
て

か
ら
だ
も
こ
こ
ろ
も
疲
れ
て
し

ま
う
と
、
心
身
の
変
調
を
見
落

と
し
や
す
く
、
う
つ
症
状
を
悪

化
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

気
分
が
沈
む
、
涙
も
ろ
く
な

る
、
自
分
を
責
め
る
、
仕
事
が

手
に
つ
か
な
い
な
ど
、
う
つ
病

は
だ
れ
も
が
か
か
り
う
る
病
気

で
す
。

う
つ
病
を
予
防
し
て
い
く
う

え
で
大
事
な
の
は
、
自
分
の
こ

こ
ろ
の
声
に
気
づ
く
こ
と
で
す
。

ま
た
、
あ
な
た
の
周
り
に
こ
こ

ろ
が
疲
れ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

声
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

「
が
ん
ば
れ
�
」
と
励
ま
す
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の

は
寄
り
添
い
、
話
を
聞
い
て
あ

げ
る
こ
と
で
す
。

か
ら
だ
も
こ
こ
ろ
も
健
康
に

こ
こ
ろ
の
疲
れ
に
気
づ
い
た

ら
、
専
門
医
の
い
る
医
療
機
関

へ
受
診
し
、
充
分
な
休
養
を
と

る
こ
と
が
う
つ
病
を
治
す
た
め

に
不
可
欠
で
す
。

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、

一
人
で
が
ん
ば
り
過
ぎ
ず
、
適

切
な
治
療
と
休
養
で
元
気
な
自

分
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ス
ト
レ
ス
の
解
消
法
を
身

に
つ
け
、
た
め
込
ま
な
い

▽

か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
を
休
め
、
充

分
な
睡
眠
を
と
る

▽
か
ら
だ

と
こ
こ
ろ
の
不
調
の
サ
イ
ン
に

気
づ
く

▽
行
き
詰
ま
っ
た
と

き
は
早
め
に
相
談
や
専
門
医
に

受
診
す
る

◇

◇

◇
問
合
せ
先

東
・
中
・
西

保
健
セ
ン
タ
ー
（
▽
東
�
０
７

２
・
９
８
２
・
２
６
０
３
、
�

０
７
２
・
９
８
６
・
２
１
３
５

▽
中
�
０
７
２
・
９
６
５
・
６
４

１
１
、
�
０
７
２
・
９
６
６
・

６
５
２
７

▽
西
�
０
６
・
６
７

８
８
・
０
０
８
５
、
�
０
６
・

６
７
８
８
・
２
９
１
６
）、健
康

づ
く
り
課

０
７
２（
９
６
０
）

３
８
０
２
、�
０
７
２（
９
６
０
）

３
８
０
９

全
国
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
１０
年
か
ら
連
続
し

て
、
毎
年
３
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

市
の
自
殺
率
（
人
口
１０
万
人
当
た
り
）
は
、
全

国
・
大
阪
府
と
比
較
し
て
、
低
い
数
値
で
推
移
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
１９
年
は
自
殺
者
の
増
加
に

よ
り
、
数
値
を
上
回
り
ま
し
た
（
下
表
参
照
）。

１０
月
は
「
精
神
保
健
福
祉
月
間
」
で
す
。
自
分

や
家
族
、
大
切
な
人
を
守
る
た
め
、
う
つ
病
へ
の

知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

ここ２週間ほど次のようなことが続い

ていませんか。

あなた自身の気づきチェック

□気持ちが沈んだ感じがする。ゆううつ

で楽しくない

□からだがだるく疲れやすい

□おっくうで根気がない

□興味がわかず何もする気がしない

□食欲がわかない。食べてもおいしくな

い

□人と話すのが辛い。話をする気になれ

ない

□眠れず、朝早くに目覚める

□夕方より朝方のほうが調子が悪い

□心配ごとが頭から離れず、心配でたま

らない

□判断がつきにくく、考えがまとまらな

い

□自分を責めてしまう

□自分は生きる値打ちがないと思う

周りの人への気づきチェック

□以前と比べて表情が暗く、口数が減り

元気がなくなった

□遅刻や早退が増えた

□しばしば欠勤や突然欠勤する

□心配し過ぎと思うことがある

□自信をなくし、取り越し苦労をしてい

ることが多い

□物事を悪い方向へ考えるようになった

□体調不良を訴えることが多くなった

□仕事や家事の能率が低下し、ミスやケ

ガが増えた

□周囲との交流を嫌がり、付き合いを避

けるようになった

□趣味やスポーツなどで外出することが

なくなった

□飲酒量が増えた

当てはまると思うところが多いほど、

うつ病の可能性が高いといえます。

男
女
共
同
参
画
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
で
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
め
ざ
す

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
性

別
に
よ
る
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

仕
事（
ワ
ー
ク
）と
生
活（
ラ
イ
フ
）を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
取
り
組
め
る
状
態
を
築
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

近
年
、「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）」

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と

は
、
働
く
人
が
仕
事
だ
け
に
偏

ら
ず
、
仕
事
以
外
の
生
活
で
や

り
た
い
こ
と
や
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
の
両
立
を

無
理
な
く
実
現
で
き
る
状
態
の

こ
と
で
す
。

仕
事
を
が
ん
ば
り
た
い
時
期
、

出
産
や
子
育
て
に
比
重
を
置
き

た
い
時
期
、
介
護
を
行
う
必
要

が
あ
る
時
期
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
何
が
大
切
か

は
変
化
し
ま
す
。
自
分
が
希
望

す
る
生
活
ス
タ
イ
ル
で
、
仕
事

と
仕
事
以
外
の
生
活
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
取
り
組
め
る
状
態
に
な

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

仕
事
は
暮
ら
し
を
支
え
、
生

き
が
い
や
喜
び
を
も
た
ら
し
ま

す
が
、
同
時
に
家
事
や
育
児
、

地
域
で
の
活
動
な
ど
、
暮
ら
し

に
欠
か
せ
な
い
も
の
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
充
実

感
に
よ
っ
て
、
人
生
は
豊
か
に

な
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
の
社
会
で
は

長
時
間
労
働
が
続
き
、
過
労
に

陥
っ
た
り
、
健
康
を
損
な
っ
た

り
す
る
人
が
増
え
、
家
庭
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が
低
下

し
、
孤
立
化
し
て
い
る
と
い
う

問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

育
児
や
介
護
は
精
神
的
に
も
体

力
的
に
も
負
担
が
大
き
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
女
性
の
仕
事
で

あ
る
と
い
う
固
定
的
な
考
え
方

が
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
て
、

仕
事
を
続
け
た
く
て
も
両
立
す

る
こ
と
に
多
く
の
女
性
が
不
安

を
感
じ
た
り
、
仕
事
を
辞
め
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
大
き
な

要
因
と
な
り
、
社
会
の
活
力
の

低
下
や
少
子
化
な
ど
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
解
決
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
が
重
要
だ
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

女
性
が
働
き
続
け
る
た
め
に

共
働
き
世
帯
は
年
々
そ
の
数

が
増
え
、
１
９
９
７
年
以
降
は

雇
用
者
世
帯
の
過
半
数
を
占
め

て
い
ま
す
（
「
労
働
力
調
査
」
よ

り
）。
し
か
し
、
子
育
て
支
援
な

ど
の
社
会
的
基
盤
の
整
備
は
不

充
分
で
、
女
性
が
仕
事
を
続
け

て
い
く
た
め
に
充
分
な
環
境
で

あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

出
産
前
に
仕
事
を
し
て
い
た

女
性
の
約
７
割
が
出
産
を
機
に

退
職
し
て
い
ま
す
（
２
０
０
１

年
「
第
１
回
２１
世
紀
出
生
児
縦

断
調
査
」
よ
り
）。

中
で
も
、
出
産
し
た
女
性
の

４
人
に
１
人
が
「
仕
事
を
続
け

た
か
っ
た
が
仕
事
と
育
児
の
両

立
の
難
し
さ
で
や
め
た
」
と
答

え
て
お
り
、
仕
事
と
子
育
て
の

二
者
択
一
を
迫
ら
れ
、
続
け
た

か
っ
た
仕
事
を
断
念
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
２
０
０

３
年
「
育
児
や
介
護
と
仕
事
の

両
立
に
関
す
る
調
査
」よ
り
）。

社
会
的
・
経
済
的
環
境
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
す
る
中

で
、
私
た
ち
が
そ
の
能
力
を
充

分
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
多
様

な
人
材
が
仕
事
に
就
け
る
社
会

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特

に
、
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
た

現
在
、
女
性
や
高
齢
者
が
仕
事

を
続
け
る
環
境
は
不
可
欠
と
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
安
定
し
た
職
を
得

る
こ
と
が
難
し
く
、
ま
た
、
子

ど
も
が
産
ま
れ
れ
ば
仕
事
と
育

児
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
て
い

る
現
状
で
は
、
多
様
な
人
材
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
働
き
方
や
生
き
方

に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
考
え
方

を
見
直
し
、
仕
事
と
生
活
に
関

す
る
選
択
肢
の
幅
を
広
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。
会
社
や
家
族
、
地

域
、
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

希
望
と
現
実
の
隔
た
り

２
０
０
８
年
の
「
労
働
力
調

査
」
に
よ
る
と
、
３０
歳
か
ら
４０

歳
代
ま
で
の
男
性
労
働
者
の
平

均
週
間
労
働
時
間
は
約
５０
時
間

で
、
週
６０
時
間
以
上
働
く
人
の

割
合
も
こ
の
世
代
で
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
成
年
の
子
ど
も
が

い
る
親
が
平
日
に
子
ど
も
と
過

ご
す
時
間
に
つ
い
て
比
較
し
て

み
る
と
、
母
親
の
平
均
７
・
６

時
間
に
対
し
、
父
親
は
平
均
３

・
１
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す（
２

０
０
５
年
「
家
庭
教
育
に
関
す

る
国
際
比
較
調
査
」
よ
り
）。

一
方
で
、２
０
０
６
年
の「
少

子
化
と
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
意
識
調
査
」
に
よ
る
と
、
既

婚
者
の
男
性
の
う
ち
、
約
８
割

の
男
性
が
家
事
・
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
を
仕
事
と
同
等
以
上
に
重
視

し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
も
の

の
、
実
態
と
し
て
は
、
５
割
以

上
の
人
が
仕
事
を
優
先
し
て
い

る
と
回
答
し
て
お
り
、
希
望
と

現
実
の
間
に
大
き
な
隔
た
り
が

あ
る
こ
と
が
現
れ
て
い
ま
す
。

働
き
方
を
見
直
そ
う

こ
こ
で
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
、

男
女
と
も
に
性
別
に
よ
る
固
定

的
な
役
割
分
担
に
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
自
分
自
身
の
希
望
す

る
バ
ラ
ン
ス
で
無
理
な
く
生
活

で
き
る
よ
う
、
現
在
の
働
き
方

や
生
き
方
を
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
家
庭
や
職
場
で
そ
れ

ぞ
れ
の
希
望
の
働
き
方
を
話
し

合
っ
た
り
、
子
育
て
支
援
の
た

め
の
制
度
も
積
極
的
に
利
用
し

た
り
し
な
が
ら
、
社
会
全
体
の

取
組
み
と
し
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

男
女
共
同
参

画
課

０
６（
４
３
０
９
）３
３

０
０
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
２
３

市
の
魅
力
を
調
査
発
掘
し
、

そ
の
魅
力
情
報
の
発
信
方
法

を
検
討
す
る
た
め
、
市
役
所

若
手
職
員
を
中
心
に
昨
年
５

月
に
設
置
し
た
「
東
大
阪
市

の
魅
力
ア
ピ
ー
ル
推
進
会
議
」

の
中
間
報
告
会
が
、
市
役
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
の
報
告
会
で
は
、
市

内
初
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
め
っ
け
も
ん

も
う
け
も

ん

ま
い
ど
�
東
大
阪
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
共
同
で
作

成
し
、
そ
の
中
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
維
持
・
更
新
す
る
案
や
、

職
員
の
名
刺
に
市
の
魅
力
を

掲
載
し
、
名
刺
交
換
で
広
め

て
い
く
案
な
ど
、
計
１５
点
を

提
案
。
関
係
所
属
に
実
現
化

に
向
け
た
協
力
を
依
頼
し
ま

し
た
。

今
後
は
、
今
回
提
案
し
た

企
画
案
の
う
ち
、
す
ぐ
に
実

現
化
で
き
る
案
を
進
め
る
と

と
も
に
、
検
討
が
必
要
な
案

を
年
度
末
の
報
告
会
に
提
案

し
て
い
け
る
よ
う
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

カ
レ
ー
パ
ン
を

食
ブ
ラ
ン
ド
に

東
大
阪
ら
し
い
食
や
東
大

阪
に
ち
な
ん
だ
食
に
つ
い
て

検
討
し
た
と
こ
ろ
、
形
が
ラ

グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
に
似
て
い
る
、

市
内
に
ハ
ウ
ス
食
品
�
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
「
カ
レ
ー

パ
ン
」
を
本
市
の
食
ブ
ラ
ン

ド
に
作
り
上
げ
る
企
画
を

昨
年
度
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル

推
進
会
議
で
提
案
。
今
年

度
か
ら
、『
東
大
阪
カ
レ
ー

パ
ン
事
業
』
と
し
て
政
策

推
進
室
が
実
行
委
員
会
形

式
で
進
め
て
い
ま
す
。
今

年
の
６
月
か
ら
、
市
内
の

大
学
生
が
レ
シ
ピ
を
考
案

し
、
こ
の
ほ
ど
試
作
品
が

完
成
し
ま
し
た（
写
真
）。

「
お
で
ん
カ
レ
ー
パ
ン
」

や
「
フ
ル
ー
ツ
い
っ
ぱ
い
コ

コ
カ
レ
ー
パ
ン
」
な
ど
、
提

案
さ
れ
た
４
種
類
の
カ
レ
ー

パ
ン
は
、
近
鉄
花
園
ラ
グ
ビ

ー
場
で
行
わ
れ
る
『
全
国
高

等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
』
の
開
催
に
あ
わ

せ
た
１２
月
２７
日
�
に
来
場
者

に
提
供
す
る
予
定
で
す
。

◇
問
合
せ
先

政
策
推
進

室

０
６（
４
３
０
９
）３
１

０
１
、�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
２
６

こ
の
ほ
ど
、
市
と
東
大
阪
観
光
協
会
は
、
ホ

テ
ル
セ
イ
リ
ュ
ウ
（
上
石
切
町
１
）
の
９
階
に

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
設
置
に
よ
り
、
石
切
か
ら
見
え
る
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
景
色
を
１０
月
１５
日
�
か
ら
、
ま
い

ど
ｄ
ｅ
ナ
ウ
ひ
が
し
お
お
さ
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp���w

w
w
.h
ig
ash
iosak

a.in
fo�

）

で
映
像
配
信
し
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
東
大
阪
観
光
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp���w
w
w
.h
ig
a

s
h
iosak

a�
k
a
n
k
o.jp�

）か
ら
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

夕
日
に
染
ま
る
大
阪
平
野
や
夜
の
阪
神
高
速

を
流
れ
る
光
な
ど
、
石
切
か
ら
見
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
景
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

商
業
課
内
東
大
阪
観
光
協
会

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
７
６
、�
０
６（
４
３

０
９
）３
８
４
６

こ
の
ほ
ど
、
全
国
規
模
の
公
募
書
道
展
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
市
内
の
生
徒
た
ち
が
教
育

委
員
会
を
訪
れ
、
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

公
募
書
道
展
に
は
、
全
国
か
ら
６
５
０
０
点

も
の
作
品
が
集
ま
り
、
そ
の
作
品
の
中
か
ら
中

学
生
の
部
で
優
秀
賞
に
あ
た
る
塩
川
正
十
郎
顧

問
賞
を
岩
脇
楓
さ
ん
が
受
賞
。
ほ
か
の
生
徒
た

ち
も
そ
れ
ぞ
れ
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。写

真
前
列
左
か
ら
岩
脇
楓
さ
ん
（
長
瀬
中
学

校
２
年
生
）、芝
幸
奈
さ
ん（
布
施
高
校
１
年
生
）、

加
藤
樹
里
さ
ん（
大
�
小
学
校
６
年
生
）、
後
列

左
か
ら
三
重
利
里
香
さ
ん
（
長
瀬
中
学
校
２
年

生
）、
芝
愛
実
さ
ん
（
同
中
学
校
２
年
生
）。

毎
年
１０
月
１７
日
か
ら
２３
日

ま
で
は「
薬
と
健
康
の
週
間
」

で
す
。

薬
は
用
法
・
用
量
を
守
り
、

使
用
上
の
注
意
を
よ
く
読
ん

で
正
し
く
服
用
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
薬
を
安
心
し
て
服

用
す
る
た
め
の
手
助
け
を
し

て
く
れ
る
「
か
か
り
つ
け
薬

局
」
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
薬
局
は
健
康

づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

薬
局
で
は
、
薬
剤
師
が
患

者
の
薬
歴
（
今
ま
で
服
用
し

た
薬
の
名
前
や
量
な
ど
の
記

録
）
を
管
理
し
、
服
薬
指
導

す
る
こ
と
で
、
薬
の
重
複
投

与
や
相
互
作
用
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
歴

に
基
づ
き
、
市
販
の
薬
を
購

入
す
る
と
き
に
も
適
切
な
指

導
が
受
け
ら
れ
、
一
人
ひ
と

り
に
応
じ
た
病
気
の
予
防
や

健
康
管
理
、
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

薬
歴
を
管
理
し
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
か
か
り
つ
け
薬

局
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

【
か
か
り
つ
け
薬
局
を
選

ぶ
ポ
イ
ン
ト
】

▽
薬
の
説
明
を
し
て
く
れ

る

▽
気
軽
に
相
談
で
き
る

▽
必
要
に
応
じ
、
文
書
で
薬

の
情
報
を
伝
え
て
く
れ
る

▽
信
頼
で
き
る
薬
剤
師
が
い

る
【
ご
活
用
く
だ
さ
い
〜
薬

と
健
康
の
週
間
ポ
ス
タ
ー
原

画
カ
レ
ン
ダ
ー
】

保
健
所
で
は
、
薬
と
健
康

の
週
間
ポ
ス
タ
ー
原
画
作
品

を
使
用
し
た
来
年
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
１１
月
９
日
�
か
ら
配

布
し
ま
す（
数
に
限
り
あ
り
）。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

環
境
薬
務

課

０
７
２（
９
６
０
）３
８

０
４
、
�
０
７
２（
９
６
０
）

３
８
０
７

（仕事と生活の調和）

行
っ
て
み
た
い
暮
ら
し
て
み
た
い
ま
ち
へ

東
大
阪
市
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル
推
進
会
議

中
間
報
告
会
を
開
催

考考考考考考考考考考考考考考考考考えええええええええええええええええてててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみままままままままままままままままましししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううう

ラライイブブカカメメララをを設設置置

話 題

全
国
書
道
展
で
優
秀
な
成
績

市
内
の
生
徒
５
人
が
喜
び
を
報
告

一
人
で
が
ん
ば
り
過
ぎ
な
い
で

１０
月
は「
精
神
保
健
福
祉
月
間
」で
す

かかりつけ薬局をもちましょう
１０月１７日～２３日は

「薬と健康の週間」

ううつつ病病チチェェッッククテテスストト

（６）平成２１年１０月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２１年１０月１５日（７）
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傍聴しませんか
総合計画審議会

第２次総合計画後期基本計画（案）

の地域別計画を審議します。 �時�内�
１０月２０日�午後３時から�学生の意見
・提案、計画書デザイン・地域別計画

の審議�２７日�午後３時から�地域別
計画の審議�３０日�午前１０時から�地
域別計画の審議 �所市役所１８階会議室
�定各１０人（当日先着順） ※受付は１５

分前から開始。受付開始時に定員を超

えていた場合は抽選。

�問総合計画策定室 ０６（４３０９）３１０６、

�０６（４３０９）３８２６

歳末たすけあい募金
配分申請を受け付けます

歳末たすけあい運動で集まった募金

を年末年始の地域交流事業の活動費の

一部として配分します。

希望する団体は、１０月１９日�から１１
月６日�までに申請してください。
配分する事業は次のとおりです。

�ふれあい会食会 �いきいきサロン
�配食サービス �世代間交流事業
�子育て支援活動 �対校区福祉委員会、
子育て支援グループ（就学前の子ども

を対象に１０人以上で１年以上の活動実

績があること）、ボランティア連絡会

�申�問社会福祉協議会 ０６（６７８９）５５５０、

�０６（６７８９）２９２４

新たに保育園ができます
希望者は申込みを

新たに保育園ができます。来年度か

らの入園（０歳～５歳児）を希望され

る方は、１１月２日�までに申し込んで
ください。なお、今年４月２日以降生

まれの０歳児は、来年２月１７日�まで
受付しますが、来年２月３日以前生ま

れまでの子どもが対象です。

�所若宮森の子保育園（東山町１１―７）
�定９０人
�申�問東福祉事務所子育て支援係 ０７２

（９８８）６６１９、�０７２（９８８）６６２０

生垣などの植樹資金を助成

民有地の植樹資金を助成しています。

対象は次のとおりです。

【個人住宅】
道路に面している長さが３ｍ以上の

生垣に植樹する場合に限ります。

【事業所】
規模は問いませんが、職場と住居が

いっしょの場合は、職場に比重が多い

ものに限ります。

ただし、工場立地法に規定する特定

工場（製造業で敷地面積が９，０００�以上、
または建築面積が３，０００�以上）は除き
ます。また、低木類の植樹は除きます。

【住宅団地など】
住宅団地などの共有地または自治会

が借りている私有地で、植栽地として

永続性のあるものが対象です。

◇ ◇

助成額 �個人住宅�１件につき１
万円以上の植樹にかかる費用の２分の

１（上限２０万円）�事業所、住宅団地
など�１件につき１０万円以上の植樹に
かかる費用の３分の１（上限５０万円）

※助成を受けた植栽は、５年間変更で

きません。工事に着手する前にお問合

せください。

�申�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

生涯学習アンケート調査

市では、生涯学習についての意見や

ニーズを伺い、今後の生涯学習事業を

進めていく基礎資料にするため、「生涯

学習に関するアンケート調査」を実施

します。

市内在住の２０歳以上の方３，０００人に調

査票を送りますので、対象となられた

方は協力をお願いします。

�問社会教育課 ０６（４３０９）３２７９、�０６
（４３０９）３８３５

特定サービス産業実態調査

１１月１日現在のサービス産業の実態

を明らかにするため、ソフトウェア業

や情報処理・提供サービス業など２８業

種を対象に調査を実施します。

調査結果は、国や都道府県の施策を

行う上で重要な基礎資料となります。

１０月中旬ごろから知事が任命した統

計調査員が調査対象事業所に伺います

ので、理解と協力をお願いします。

�問大阪府統計課 ０６（６９４４）６９４９、�
０６（６９４４）６６３１

あなたも里親に

さまざまな事情で、家庭を離れて生

活しなければならない子どもたちを育

てる里親を求めています。

�問大阪府東大阪子ども家庭センター
０６（６７２１）１９６６、�０６（６７２０）３４１１
【里親シンポジウム】
里親と子どもの体験発表などを行い

ます。 �時１１月２２日�午後１時３０分～
４時（開場は３０分前） �所夢広場（布
施駅前） ※１歳～就学前幼児の保育

あり（要予約・定員２０人）。

�申�問大阪府中央子ども家庭センター
０７２（８２８）０１６１、�０７２（８２８）５３１９

野生動物に
エサを与えないでください

ハトなどの鳥類、イノシシなどすべ

ての野生動物にエサを与えることは、

周辺住民の迷惑になるだけでなく、と

きには非常に危険です。また、野生動

物にとっても不幸な結果を招く場合が

あります。

人間と野生動物がより良い関係を築

いていくためにも、野生動物には、絶

対エサを与えないでください。

�問農政課 ０６（４３０９）３１８０、�０６（４３０９）
３８４６

『弘法の水と笠塔婆』
暗越奈良

街道を登る

と暗峠に近

い 標 高 約

４００ｍの道

端に、通称「弘法の水」と呼ばれる

湧水が出ているところがあり、弘法
まつ

大師を祀るお堂が建っています。

堂内の右手奥には、ひときわ高い

石柱に笠石をのせた笠塔婆がありま

す。弘安７年（１２８４年）の銘があり、

石柱の正面上部に浮き彫りで阿弥陀

如来坐像を彫り、その下に南無阿弥

陀仏の文字を刻んでいます。

昭和５３年に市の文化財に指定して

います。
くらがり

『 暗 峠』
暗峠（標

高４５５ｍ）
くらがみね

は、椋嶺峠

（河内名所
くら

図会）や闇
あが かがみ

上り峠（河内鑑）のなまりで、昼で

も暗かったためその名がついたと言

われています。

旅籠や茶店が建ち並ぶようすが「河

内名所図会」に描かれており、暗越
だい き

奈良街道は大軌電車開通まで大坂と

奈良を結ぶ主要な交通路でした。

古代から利用されてきた道の一つ

で、特に江戸時代になって大和や伊

勢をつなぐ重要な交通路として発達

しました。峠付近には江戸時代の年

号を刻む宝山寺や矢田寺への道しる

べ、伊勢参宮記念碑のおかげ燈篭、

鎌倉時代の石仏が残されています。

『髪切山の慈光寺』
暗峠の北

西の谷あい
えんのぎょうじゃ

に役行者開

基と伝えら

れる慈光寺

があります。

髪切という山号は、天智天皇の時

代に、山の付近に住んでいた鬼が人

畜を殺生していたので、役行者が鬼

を捕らえて髪を切り改心させたとの

伝説によるものです。

弘仁年間（８１０～８２４年）、弘法大師
じゅんしゃく どう う

が巡錫し、興廃した堂宇を修築し、

鎌倉時代には興隆しましたが、応仁

から天正にわたる再三の兵火により
りょうかい

焼失しました。江戸時代に僧の亮海

が中興し現在に至っています。
ぼん

本寺には正応５年（１２９２年）の「梵
しょう

鐘」や天文１８年（１５４９年）の「板絵

千手観音図」（いずれも府指定文化
か こうがん

財）、天正１９年（１５９１年）の花崗岩製
いた び

十三仏板碑などもあり、江戸時代に

はホトトギスの名所として「河内名

所図会」にも描かれています。

掲示板のつづき

詩 吟 教 室
�時１０月１６日�、３０日�午後３時～５時、

午後７時～９時�所ももの広場（楠根）�申�問
飛野０６（６７４５）５４７３

押し絵つくり
とら

来年の干支「寅」の押し絵を作ります。

�時１１月１３日�午前９時３０分～正午�所岩田公
民分館�料３，５００円�申�問扇田０９０（４６４７）７３２１

美 術 展
障害のある人が作成した作品を展示しま

す。�時１１月２６日	、２７日�午前１０時～午後
４時�所市役所本庁舎１階多目的ホール�問若
草園０７２（９６５）０３００

入門手話教室
�時１１月６日～来年２月２６日の毎週金曜日
午後２時～３時４５分�所源氏ヶ丘教会（源氏
ヶ丘）�料月２，０００円�申�問手話教室「もみじ」
０９０（３９２７）８７４１、�momiji_shuwa@sof
tbank.ne.jp

大阪府産業教育フェア
�時１０月２４日
午後１時～４時３０分、２５日
�午前１０時～午後３時�所ＯＲＣ（オーク）
２００（大阪市港区弁天町）�対小・中学生とそ
の保護者および府民�内高校生の作品展示、
イベント、進路相談�問大阪府教育委員会高
等学校課０６（６９４１）０３５１

事業説明会＆養成講座
【障がい児の放課後一時預かり事業説明

会】
�時１０月２２日	、３１日
午前１０時～午後６
時のうち１時間�対来春入学予定の小・中学
校１年生

【知的障がい者ガイドヘルパー養成講座】
�時１１月３日�午前９時３０分～午後５時、

７日
午前１０時～午後４時、８日�午前１０
時～午後４時（計３日間）�料６，０００円

◇ ◇

�所�申�問NPO法人ヘルパーステーションぴ
よぴよ会（高井田元町２）０６（６７８３）０４０４、

�piyo@piyopiyokai.jp

保育所入所相談会
�時１０月２４日
午後１時３０分～３時３０分�所
きらりっこ（希来里２階）、ユトリート東大

阪�問今井０９０（５９６７）７０８４
チャイルドラインボランティア養成講座
�時１０月３１日
、１１月１４日
、２８日
、１２
月５日
午前１０時３０分～午後４時２０分（計
４日間）�所市民会館�料８，０００円（学生は５，０００
円）�申�問中根０８０（３７９１）５３４１

体の力を高めるエクササイズ
�時�所�１０月２９日	午後２時３０分～４時�

市民会館和室�３０日�午前１０時～１１時３０分、
午後１時３０分～３時�くすのきプラザ（若
江岩田駅前）�持運動できる服装、タオル、
水、室内シューズ（３０日のみ）�申�問芳田０９０
（５９０３）００３４

河内作品展
�時１２月４日�～６日�午前１０時～午後６

時（６日は午後４時まで）�所八尾市文化会
館※出展作品も募集（１点１，０００円）�問河内
作品展実行委員会「大沢」０７２（９４９）０１１７

粘土で作ろう
�時�内�料�１１月７日
午後１時～３時�来

とら

年の干支「寅」づくり・１，５００円�１４日
午
後１時～３時�福くま手づくり・２，３００円
�所合田医院（中小阪２）�申�問河内０９０（９５４０）
８４９５

あそびまつり＆サンデープレーパーク
�時１０月２５日�午後１時～４時（雨天中止）
�所八戸の里公園�内手作り遊び、バザー、工
作など�問つどいの広場つみき０６（６７２５）
６７８２

掲示板からのお知らせ

本コーナーは、偶数月の１５日号の市

政だよりに掲載しています。

掲載の申込期限は発行月の前月２０日

です。期限を過ぎた場合は掲載できま

せん。なお、紙面の都合上、とき・と

ころ・内容・問合せ先など最小限の事

項の掲載です。ご了承ください。

街道とまちなみ巡り 暗越奈良街道④
かさ とう ば

弘法の水と笠塔婆
こ ぎり じ こう じ

～髪切山の慈光寺

その他の続き

（８）平成２１年１０月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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緊急出張相談
金融・経営に対応

厳しい経済・雇用状況に対し、市と

日本政策金融公庫、東大阪商工会議所

が合同で市内事業者などを対象に金融、

経営の相談に応じます。 �時１０月２２日
�午前１０時～午後４時 �所ももの広場
（楠根） �内中小企業・緊急保証融資
相談、経営・指導など

�問�経済総務課 ０６（４３０９）３１７４、�
０６（４３０９）３８４６ �東大阪商工会議所中
小企業相談所 ０６（６７２２）１１５１、�０６
（６７２５）３６１１

国民年金保険料納付相談

保険料を未納のまま放置すると将来

年金が受給できないことにもなりかね

ません。未納の方はご相談ください。ね

んきん定期便や免除の相談も受け付け

ます。 �時１０月２０日�午前１０時～午後
４時 �所ももの広場（楠根） �持国民年
金手帳など基礎年金番号がわかるもの

�問�東大阪社会保険事務所 ０６（６７２２）

６００１ �国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、

�０６（４３０９）３８０５

１級建築士による相談

�時１０月２０日�午後１時～４時（予約
不要） �所市役所本庁舎１階相談室
�内建替え、耐震、アスベスト、リフォ
ーム、シックハウス、欠陥住宅など

※住宅の耐震診断・改修補助申込みの

受付もしています。

�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�０６
（４３０９）３８３４

東保健センター
訪問指導員

�対看護師の資格を取得している方
�定１人 �内成人の健康相談・訪問 ※

勤務条件などくわしくはお問合せくだ

さい。

�申�問東保健センター ０７２（９８２）２６０３、

�０７２（９８６）２１３５

大阪府育英会
予約奨学生

�対来年４月に高等学校・専修学校（高
等課程）へ進学を希望する生徒 ※保

護者が府内在住、所得制限あり。 貸
付限度額 進学する学校の年間授業料

＋１０万円（その他教育費） ※授業料減

免・軽減助成などを受ける方は、その金

額を控除。 �申１０月中旬ごろの各学校
が定める日までに各学校へ直接

�問�大阪府育英会 ０６（６３５７）６２７２、

�０６（６３５８）３０５３

浄化槽の適正な維持管理を

浄化槽は、下水道が整備されていな

い地域で、水洗便所のし尿や台所、風

呂などの生活排水を衛生的に処理し、

河川などへ流す装置です。維持管理を

怠ると、河川などの水質汚濁や悪臭の

原因になります。次のことを守り、適

正な維持管理に努めましょう。 �年
１回以上清掃し、たまった汚泥を抜き

取る �定期的に保守点検を行う �
年１回定期検査を受ける

維持管理は市の許可・登録を受けた

業者に委託してください。また浄化槽

の廃止・管理者の変更などがあった場

合は届出が必要です。

�問�保守点検・届出�環境薬務課
０７２（９６０）３８０４、�０７２（９６０）３８０７ �
清掃�環境整備課 ０６（４３０９）３２０２、�
０６（４３０９）３８１８

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�１１月４日�午前９時３０分～１０
時３０分、１０日�午後１時３０分～２時３０分
�中保健センター�５日�午後１時３０
分～２時�東診療所（申込みは東保健
センターへ）�１０日�午前９時３０分～
１０時３０分�西保健センター �内�対�肺
がん�市内在住の４０歳以上の方�結核
�市内在住の６５歳以上の方 �定各３０人
�申�問東・中・西保健センター �東
�０７２（９８２）２６０３、�０７２（９８６）２１３５
�中�０７２（９６５）６４１１、�０７２（９６６）６５２７
�西�０６（６７８８）００８５、�０６（６７８８）２９１６

アスベストによる健康不安解消に
肺がん検診

�時�所�１１月５日�午前９時３０分～１１
時�西保健センター�９日�午後１時
３０分～２時�東診療所（申込みは東保
健センター）�１８日�午前９時３０分～
１１時�中保健センター �対おおむね４０
歳以上（４０歳未満でも不安で受診希望

の方は可）で、アスベスト関連会社元

従業員またはその家族 �定各３０人（申
込先着順） �内胸部エックス線直接撮
影、喀痰細胞診検査 ※この検診は従

来から実施している肺がん検診にアス

ベストに関する問診を加えたものです。

今回受けられない方は、保健センター

へお問合せください。

�申�問東・中・西保健センター �東
�０７２（９８２）２６０３、�０７２（９８６）２１３５
�中�０７２（９６５）６４１１、�０７２（９６６）６５２７
�西�０６（６７８８）００８５、�０６（６７８８）２９１６

本のリサイクル
使わなくなった本を再活用

使わなくなった本を無償で配布しま

す。一般書のみで児童書はありません。

�時１０月３１日�午前１０時～午後３時
�対市内在住の方 �定１人１０冊まで
�所�問花園図書館 ０７２（９６５）７７００、�

０７２（９６５）９２１２

江戸時代の河内地域は、米作りと

ともに、綿作りが盛んに行われてい

ました。

今回の特別展示では、江戸時代に
めん ぽ よう む

刊行された「綿圃要務」の記述をも

とに、河内での綿作りを描き出し、

発掘された耕作地のようすをはじめ、

河内地域で使われていた農具や道具

から、綿作りとかかわる人々の生活

に迫ります。 �時１０月１７日�～１２月
６日	午前９時３０分～午後４時３０分
（毎週月曜日と祝日の翌日は休館）

�内�原始・古代・中世の農具（鬼虎
くわ

川遺跡出土の鍬、瓜生堂遺跡出土の
すき

鋤、西ノ辻遺跡出土の石包丁、桶、

水走遺跡出土の鉄鎌）�綿作りの農
ひ しゃく

具（ておの鍬、筋切り、肥桶、柄杓、

水まき桶、綿摘みかご）�綿を加工
する道具（綿くり機、紡車、機織り

か わ ち めい しょ ず え

機）�文書（河内名所図会、四條村
明細帳）など約１２０点 ※申込不要。

【記念講演会】
�時１１月８日	午後２時～４時 �定

４０人（申込先着順） �内「半田と島畠
～考古学から見る河内の綿作り」�大
阪府文化財センター・塚本浩司さん

【綿くり・綿打ちの日】
春に栽培した綿の実を収穫し、実綿

から綿くり機を使って種を取り出し、

綿打ちをします。 �時１０月２５日	
�定午前１０人、午後１０人（申込先着順）
【おとなのぬりえ～綿作りを描く】
江戸時代に刊行された「河内名所

図会」「綿圃要務」などの挿絵に色を

つけます。 �時１１月１５日	 �定午前
１０人、午後１０人（申込先着順）

◇ ◇

�料�小・中学生３０円�高校・大学
生５０円�一般１００円 �申１０月１６日
午
前９時から電話で

�所�申�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

※料金表示のないものは無料。定員があ

る催しもあります。くわしくは問合せ先へ。

スポーツフェスティバル
キッズテニス、バドミントン、グラウン

ドゴルフなどをします。�時１１月３日�午前
１０時～午後１時�所三ノ瀬小学校（雨天時は
体育館のみ）�申�問ＮＰＯ法人三ノ瀬総合型
スポーツクラブ０６（６７２１）０２８４（�兼用）

秋のバザー
�時１０月１８日	午前１０時～午後３時（雨天

時は２５日	）�所極東製作所（若江本町３）
�問ラン福祉作業所０６（６７２５）０５６７
巣箱を作って日下山に小鳥を呼ぼう
�時１１月８日	午前９時～午後３時（雨天時
は１５日	）�対６歳以上の子どもとその保護
者�料１人１００円�持弁当、飲み物、金づち、軍手
�申�問森０７２（９８５）３５３９、�０７２（９８５）３１００

写真展＆公開講座
�時�内�１１月４日�～８日	午前１０時～午
後５時（４日は午後１時から、８日は午後

４時３０分まで）�写真展�８日	午後１時
～３時３０分�講座「カメラの発達史から見
た技法と表現の変遷」�所イコーラム（男女
共同参画センター）�問フォトクラブジール
「塩田」０７２（９８５）２６３２

スポーツチャンバラ体験大会
�時１０月１７日�午後１時～５時�所市民ふれ
あいホール�対小学生�料３００円�申�問長谷川０８０
（５３１４）６５６０

おりがみ展
�時１０月２８日�～１１月１日	午前１０時～午

後５時（１日は午後４時まで）�所市民美術
センター�問坂上０６（６７８２）９０４０

どじょうすくい（踊り）教室
�時１０月１６日
、３０日
、１１月１２日�、２６
日�、１２月１０日�、１７日�午後６時～８時
�所市民会館第３和室�料各１，５００円�申�問村上０６
（６７８２）８４６８（�兼用）

合 唱 祭
�時１２月１３日	午後０時３０分～�所市民会館
�問東大阪市合唱連盟０６（６７４５）１８５１

おかあさんヨガ（託児付き）
�時１０月１９日�午前１０時～１１時３０分�所ゆう
ゆうプラザ（日下）�料１，５００円�申�問戸田０９０
（８５２７）９５０２

パソコン教室
�時�内�１１月８日	�エクセルであて名印
刷�１２月１３日	�Windows7の紹介�来年１
月１０日	�さわってみようWindows7☆い
ずれも午後１時～４時�料各３，０００円�所�申�問
ＮＰＯ法人ＩＴブレーン東大阪（小阪１）

０６（６６１８）６９００、�oubo@it�osaka.jp
親子リズム体操

�時１０月２２日�、１１月２６日�午前１０時～１１
時�所東公民館�申�問沖０８０（６１８０）４９１７

講演会～最後までトイレに歩こう
�時１１月２１日�午後１時３０分～３時３０分�所

市民会館第３集会室�申�問めざめ事務所０６
（６７２４）３１１４（�兼用）

東大阪大学・短期大学部公開講座
�時�内�１１月７日�午前１０時～正午�いつ
までも元気な心とからだで過ごすために、午

後１時～３時�聞き上手のすすめ�１４日�
午前１０時～午後１時�聞いて・作って・食べ
て納得�薄味でもおいしい減塩料理講習会、
午後１時３０分～３時３０分�脳が死んだら心
はどこへ行くのか？�２８日�午後１時～３
時�人生・出逢い～親の目、子の芽、地域の眼
�所�申�問東大阪大学・短期大学部０６（６７８２）２８２４

やさしい写真教室
�時�内�１０月２４日�午後２時～５時�講話

�２５日	午後から�撮影実習�３１日�午後
２時～５時�作品講評（計３日間）�所ユトリ
ート東大阪�料１，０００円�申ハガキで�申�問〒５７７
・０８１６友井２―１９―２１労美写真クラブ「松居」０６

（６７２３）４４３７

東大阪母親大会（分科会）
�時１１月７日�午後１時３０分～４時３０分�所

市民会館会議室�料５００円�申�問新婦人事務所０６
（６７８１）２２１７

綿綿作作りりのの四四季季
郷土博物館特別展示

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２１年１０月１５日（９）
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地球温暖化対策
ポスターコンクール

市立小・中学校の児童、生徒を対象

に「地球温暖化防止」をテーマにした

ポスターを募集し、応募作品の中から

優秀作品を展示するポスターコンクー

ルを次のとおり開催します。

会場では、最優秀賞などの作品を決

定するための投票も行いますので、協

力をお願いします。

�時１０月１９日�～２５日�午前９時～午
後５時 ☆１０月２４日�、２５日�は午前
１０時～午後４時 �所市役所１階多目的
ホール

�問環境企画課 ０６（４３０９）３１９８、�０６
（４３０９）３８１８

まちづくり応援隊といっしょに
体内年齢若返りへGO�

�時１１月４日� ☆近鉄花園ラグビー

場南側噴水前に午前９時１５分集合、午

前１１時３０分ごろ解散 ※当日 NHK

の天気予報で降水確率５０％以上の場合

は、１１月２７日�へ延期。 �定３０人（申
込先着順） �内脚力測定とらくらくウ
ォーキング �料４０円 �持お茶、タオル
�申�問中保健センター ０７２（９６５）６４１１、

�０７２（９６６）６５２７

文化の日あそび横丁
紙をつかった遊びあれこれ

遊びと学びがいっぱいのあそび横丁

に、ぜひお越しください。

�時１１月３日�午前１１時～午後４時３０
分 �内紙芝居、紙を使った工作、模擬
店など �料模擬店・工作は１回１００円
�所�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�

０７２（９６２）０８１０

ヘルシーウォーキング

�時１１月８日�（雨天中止） ☆近鉄

瓢�山駅に午前９時集合、近鉄枚岡駅
で午後２時ごろ解散 コース 旧春日

神社―五里山古墳群―らくらく登山道―せ

せらぎ広場―神津嶽ふれあい広場―枚岡

山展望台―枚岡神社 �料５００円 �持弁当、
飲み物 �申往復ハガキ（１人１枚）に行
事名、住所、氏名、電話番号を書いて、

１０月２０日�（必着）までに郵送
�申�問〒５７８・０９７５中鴻池町２―３―１３ グ

リーンパル（中鴻池）０６（６７４７）１５９２、

�０６（６７４４）２７４８

東大阪ふれあい広場

市内のボランティア団体などがさま

ざまな催しをします。 �時１０月２５日�
午前１０時～午後３時 �所総合福祉セン
ター �内作品展、模擬店、バザー、活
動の紹介など

�問ボランティア・市民活動センター
０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）２９２４

夢広場の催し＆募集

【ヤングフェスタ】
�時１１月１日�午後１時～４時 �定１７０
人（当日先着順） �内若菜の会の日本
伝統舞踊、樟蔭中学校・高等学校バト

ントワリング部の演技、ハッピーズ＆

万葉シャオニャンのダンス＆ボーカル

【年忘れカラオケ大会の出演者募集】
�時１２月６日�正午～午後４時 �対市

内在住の方 �定５０人（抽選） �申往復
ハガキに行事名、住所、氏名（ふりが

なも）、年齢、電話番号、２曲分の曲名

・歌手名を書いて、１１月４日�（消印
有効）までに郵送

◇ ◇

�所�申�問〒５７７・００５６長堂１―８―３７ 夢広

場（布施駅前） ０６（６７８４）２０１４（�兼
用）

あるこう会

京都府宇治市にある山城総合運動公

園「太陽が丘」や植物公園をバスで訪

ねます。 �時１０月２１日�、１１月１７日�
☆長瀬老人センターに午前９時集合、

午後４時ごろ解散 �対市内在住の６０歳
以上の方 �定各４５人（申込先着順） �料
１，５００円 �持弁当 �申料金を添えて直接
�申�問長瀬老人センター ０６（６７２０）

５６５３、�０６（６７２４）９８６９

なにわを元気にしよう�
アクティブシニアフェア

シニアが取り組む元気な活動をアピ

ールするアクティブシニアフェアを開

催します。「食」と「健康」を中心に盛

りだくさんのプログラムです。ぜひ、

お越しください。 �時１０月３１日�午前
１０時～午後５時 �所大阪府庁新別館
�内NPO・ボランティア団体の紹介、シ
ニアのステージ、大阪センチュリー交

響楽団有志による金管アンサンブル、

健康商品や各県の物産品の販売、栄養

相談、体力測定など

�問�大阪府介護支援課 ０６（６９４４）

７０９８、�０６（６９４１）０５１３ �高齢介護課
０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８

働く意欲がありながら就労が困難

な方を対象に、パソコン講座を開講

します。同時に、パソコンを利用し

た履歴書作成など面接対策、グルー

プワークトレーニング、就労支援コ

ーディネーターによる就労支援相談

も行います。

【エクセル基本とパソコン会計実
務（４０時間）】
�時１１月９日�～２０日�午前１０時～
午後４時（１日５時間） ※水・土

・日曜日を除く計８日間。 �内エク
セル基本と弥生会計を利用したパソ

コン会計実務 �料４，４００円（教材費）
【ワード・エクセル基本とプレゼ

ンテーション実務（５０時間）】
�時１１月２６日	～１２月１１日�午前１０時
～午後４時（１日５時間） ※水・

土・日曜日を除く計１０日間。 �内ワ
ード・エクセル基本とパワーポイン

トを利用したプレゼンテーション資

料の作成など �料５，８８０円（教材費）
◇ ◇

�所明洋ライセンススクール（近鉄
河内小阪駅前） ※会場は３階でエ

レベーターはありません。 �対キー
ボード入力ができる市内在住の離職

者で、就労意欲のある中高年齢者、

ひとり親家庭の母、若年者など（学

生を除く） �定各２５人（抽選） �申
往復ハガキ（１人１枚）に講座名（コ

ース名も）、住所・氏名（返信用にも）、

年齢、電話番号、受講動機を書いて、

１０月２８日�（必着）までに郵送 ※

重複申込み不可。

�申�問〒５７７・００５４高井田元町２―１―８

東大阪市雇用開発センター ０６

（６７８８）４５５４、�０６（６７８８）４５５５
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

市立総合病院では、地域中核病院

としての機能の充実とより手厚い看

護を提供するため、助産師・看護師

の採用試験を表のとおり行います。

受験資格 �助産師・看護師Ａ�
昭和３９年４月２日以降生まれで、助

産師・看護師免許をすでに取得して

いる方�助産師・看護師Ｂ�昭和４５
年４月２日以降生まれで、助産師・

看護師免許を来春取得見込みの方

※日本国籍の有無にかかわらず受験

できます。 採用予定人数 試験ご

とに助産師・看護師Ａ、Ｂあわせて

４０人程度 ※申込書は人事課、市政

情報コーナー、行政サービスセンタ

ー、市立総合病院総務課で交付。市

ホームページからダウンロードもで

きます。

�申�問人事課 ０６（４３０９）３１１７、�０６
（４３０９）３８１９

掲示板のつづき

登校拒否を克服する会
�時１２月６日�午後１時～５時�所市民会館

第１会議室�料５００円�申�問登校拒否を克服する
会０６（４３０９）００４３

琴古流尺八入門教室
�時１０月２２日	、２９日	午後６時３０分～８

時３０分�所やまなみプラザ（四条）�申�問清水
０７２（９８８）４１３５

合田医院の催し
【室内リサイクルバザー】
�時１０月３１日�、１１月１日�午前１０時～午
後５時※出展者も募集中

【遊び字で年賀状を書いてみよう】
�時１１月９日�午前１０時～、午後１時～�料

各２，０００円�持筆
【ソプラノとピアノによるハーモニー】
�時１１月２８日�午後６時～�料３，０００円
◇ ◇

�所�申�問合田医院（中小阪２）０６（６７２３）９６６０

ウ ィ ズ

with のゆったり～おしゃべり会＆
かりんとうづくり

�時１０月２３日�午後２時～４時�所くすのき
プラザ（若江岩田駅前）�対女性�料３００円※第
３金曜午前１０時～正午におしゃべり会をイ

コーラム（男女共同参画センター）で開催

�申�問米田０８０（１４０５）３３７７
女性のための自助グループ

夫や親、子どもの悩みを語り合いません

か。�時１０月２４日�、１１月２８日�、１２月２６日
�午後１時～３時�所イコーラム（男女共同
参画センター）�対女性�料各５００円�申�問ＮＰＯ
法人シスターフッド大阪０９０（３８２０）４０３８

がく

漢 字 樂 院
漢字を楽しみます。�時１１月２２日�午後２
時～５時�所社会教育センター�申�問藤原０６
（６７２０）２６２６

不動産鑑定士による相談会
�時１０月１７日�午前１０時～午後４時（受付

は午後３時３０分まで）�所夢広場（布施駅前）
�問�大阪府不動産鑑定士協会０６（６２０３）２１００

キエフナイチンゲール合唱団コンサート
�時１１月２０日�午後２時～�所イコーラム（男
女共同参画センター）�料１，５００円（前売１，０００
円）�申�問是枝０７２（９６３）２４１５（�兼用）

中河内拓本展
�時１０月２７日�、１１月１日�午前１０時～午

後５時（２７日は午後１時から、１日は午後

４時まで）�所市民美術センター�問田中０８０
（１４４５）６５６０

農 業 祭
�時１１月８日�午前１０時～午後１時�所池島
小学校、吉田春日公園（メイン会場）、藤戸

小学校�内野菜市、模擬店、イベント�問ＪＡ
グリーン大阪０７２（９６７）１１０５

プリザーブドフラワー
�時�所�１０月１７日�、２０日�、１１月５日	、

７日�、１７日�午後１時３０分～３時３０分�
あいも文化交流会館（御厨中１）�１０月２０
日�、１１月１０日�午前１０時～正午�ゆうゆ
うプラザ（日下）�料１回２，５００円�申�問リオフ
ラワー０６（６７７２）８７０３

地学教養講座
多田銀銅山跡を訪ねます。�時１１月２１日�

午前１０時～午後４時�料５００円�申花園高校ホー
ムページ（http���www.osaka�c.ed.jp�ha
nazono�）に掲載の申込用紙に記入しファク
スで�申�問芝川０７２（９６１）４９２５、�０７２（９６２）０４４０

河内郷土文化サークルセンター
創立２５周年記念

�時�内�１１月２８日�、２９日�午前１０時～午後
４時�展示「河内人の物語」�２９日�午後１
時～２時３０分�講演「考古学から見た河内」
など�所大阪商業大学「蒼天」�問河内郷土文
化サークルセンター０６（６７８５）６１３９

俳 句 教 室
�時１０月２２日	、１１月１２日	午前９時１５分
～正午（計２日間）�所くすのきプラザ（若
江岩田駅前）�料５００円�申�問土田０７２（９６２）０８６９

◇ ◇

�時１０月２４日�、１１月１４日�午後１時３０分
～４時（計２日間）�所グリーンパル（中鴻
池）�料５００円�申�問植村０６（６７４５）６１９２

合格発表（予定）

１１月１０日�

来年１月１５日�

※助産師・看護師Ｂは、来年４月採用予定。

採用時期
（助産師・看護師Ａ）※
１２月１日または来年１月
１日

来年２月１日、３月１日
または４月１日

受付期間

１０月１５日	～２８日�

１２月１日�～１６日�

試験日

１１月１日�

１２月２０日�

市立総合病院助産師・看護師

市職員を募集

催しの続き

就職へステップアップ�
就労支援パソコン講座

（１０）平成２１年１０月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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昨昨年年ののフフェェスステティィババルル

ふれあいのつどい

障害がある人もない人も、楽しく交

流しましょう。 �時１１月１４日�午前１１
時～午後３時（開場は３０分前） �所東
大阪アリーナ �内夢楽らいぶ一座によ
るコンサート、バザー、障害者スポー

ツ体験（ボッチャなど）、障害者施設な

どの自主製品・活動の展示

�問障害者支援室内障害福祉キャンペ
ーン実行委員会事務局 ０６（４３０９）３１８４、

�０６（４３０９）３８１５

くすのきプラザの催し＆講座

【くすのき歌声喫茶】
なつかしのメロディーをみんなで歌

います。 �時１１月１５日�午後２時～４
時３０分 �定１００人（抽選） �料５００円（ド
リンク付き）

【ワイン講座】
ドイツワインの生産地や醸造所の話

と５種類のワインの試飲をします（軽

食付き）。 �時１１月２０日�午後６時３０分
～８時３０分 �対２０歳以上の方 �定２０人
（抽選） �料２，０００円

◇ ◇

�申往復ハガキに行事名、住所、氏名、
電話番号を書いて、１０月２６日�（必着）
までに郵送

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００
くすのきプラザ（若江岩田駅前） ０７２

（９６７）６５６５（�兼用）

秋のさつき盆栽展

東大阪さつき研修会が育てたさつき

盆栽約５０鉢を展示します。 �時１０月３１
日�～１１月３日�午前１０時～午後４時
�所�問ももの広場（楠根） ０６（６７４５）

９１４１（�兼用）

秋を満喫しよう
グリーンガーデンひらおか

【生駒探検～親子家族のどんぐりひ
ろいとどんぐり工作】
�時１０月２５日�午前１０時～午後３時
�定３０人（抽選） �講生駒ネイチャーク
ラフトクラブ・吉岡一成さん �料３００円
�申１０月２１日�まで
【親子クッキー教室】

�時１０月２５日�午後２時～４時 �定１０
組（抽選） �講じゃぱにぃずかふぇ和公
�料１組１，０００円（飲み物付き） �持エプ
ロン、バンダナ �申１０月１８日�まで
【光エステ体験とメイク教室】
�時１１月６日�午前１０時～正午 �定１５

人（抽選） �講ビューティーサロン蘭
・安達恵さん �料１，０００円（スキンケア
セット・メイク用品付き） �申１０月３１
日�まで
【生駒探検～ネイチャーハイキング】
�時１１月７日�午前１０時～午後３時
�定２０人（抽選） �講枚岡自然に親しむ会
・石水久夫さん �料３００円 �持弁当、水
筒、虫めがね、雨具 �申１１月１日�まで
【秋の展示会の作品を募集】
絵画、写真、書道、木工品、手芸作

品など、さまざまな作品を募集します。

�申１１月５日�までに直接 ※展示期間

は１１月１０日�から１９日�まで。優秀作
品には表彰状・副賞を進呈します。

◇ ◇

�申行事名、住所、氏名、年齢、電話
番号を各申込期限までに電話またはフ

ァクスで

�所�申�問グリーンガーデンひらおか
０７２（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

生駒山で汗を流しませんか
森林整備体験

�時１１月１５日�（雨天中止） ☆近鉄

石切駅北改札口に午前９時集合、上石

切会館（上石切町２）で午後３時ごろ

解散 �定１５人（申込先着順） �内人工
林（ヒノキ）の除伐、整備 �料２００円
�持弁当、水筒、軍手（滑り止め付き）
※山仕事のできる服装（長袖、長ズボ

ン、厚底靴）で参加。 �申往復ハガキ
（１枚１人まで）に行事名、住所、氏

名、年齢、電話番号、血液型を書いて、

１０月３０日�（消印有効）までに郵送
�申�問〒５７９・８０３５鳥居町３―２１ 東大阪

フォレストクラブ事務局（豆井一雅方）

０７２（９８１）１０４７（午後７時～９時）

�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、�
０６（４３０９）３８３６

エコマーケット

家庭で眠る贈答品や日用品を販売し

ます。 �時１１月７日�午前１０時～午後
３時（雨天中止）

�所�問消費生活センター ０７２（９６５）

６００２、�０７２（９６２）９３８５

国際交流フェスティバル

６２か国・約２万人の外国籍住民が暮

らす本市で「わたしのまちはアジアの

まち わたしのまちは世界のまち」を

合言葉に国際交流フェスティバルを開

催します。

�時１１月３日�午前１０時～午後４時
�所三ノ瀬公園 �内世界の歌や踊り、楽
器演奏、パレード、世界の食べ物と民芸

品、特産物コーナー、子ども絵画・遊び

コーナー、フォトコンテストなど ※

準備や当日の運営ボランティアも募集。

�問	東大阪国際交流フェスティバル
実行委員会 ０６（６７２１）６６７０ 	文化国
際課 ０６（４３０９）３１５５、�０６（４３０９）３８２３

「コミュニケーション」から「リ

ーダーシップ」を学びませんか。

�時�内	１１月１４日�
「実践的コミ
ュニケーション・トレーニング�～
“わたし”を伝え、“あなた”を受

けとめるコツ」、グループワーク「あ

なたのコミュニケーション力�」、１１
月２１日�
「実践的コミュニケーシ
ョン・トレーニング�～マインドアッ
プで“わたし”発見 and 発信」、グル

ープワーク「あなたのコミュニケー

ション力�」自己表現トレーナー・
舟橋正枝さん	１１月２８日�
「実践
的コミュニケーション・トレーニン

グ�～コミュニケーション力を高め、
ネットワークづくりへ」、１２月５日�

「実践的コミュニケーション・ト
レーニング�～コミュニケーション

い

力を高め、グループに活かす」情報

の輪サービス・佐々木妙月さん	１２
月１２日�
「実践的リーダーシップ
・トレーニング�～�ワタシ�開拓

・自己信頼でパワーアップ」、グルー

プワーク「あなたのリーダー力�」、
１２月１９日�
「実践的リーダーシッ
プ・トレーニング�～地域に活かす
�わたし力�向上計画」、グループワ
ーク「あなたのリーダー力�」ソー
シャルスキル・プログラム・吉田真

知子さん ☆いずれも午後１時３０分

～４時３０分で計６日間

�対市内在住、在勤、在学で全回受
講できる女性 �定１５人（抽選） ※１
歳６か月～就学前幼児の保育あり（１

人４００円・定員１０人）。 �申往復ハガ
キに講座名、受講動機、住所、氏名、

電話・ファクス番号、保育の有無を

書いて、１１月７日�（必着）までに
郵送（ファクス、Ｅメールでも可）

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、
�ikoramu@city.higashiosaka.lg.
jp

※料金表示のないものは無料。定員があ

る催しもあります。くわしくは問合せ先へ。

あいも文化交流会館の催し
【リラックス歌の教室】
�時�内	１０月１８日�、１１月２９日�午後０時

４５分～２時
やさしい世界の歌	１１月１２日
�、１２月１０日�午後７時～８時１５分
なつ
かしい日本の歌�料１回５００円
【オカリナ歌ピアノくらしっく音楽コン

サート】
�時１０月２５日�午後３時３０分～�料２，５００円

（前売２，０００円）

【秋の歌声喫茶】
�時１０月３１日�午後２時～４時�料５００円
◇ ◇

�所�申�問あいも文化交流会館（御厨中１）
０６（６７８２）３５６６

枚岡ネイチャークラブの催し
料金は子ども１００円、大人３００円。

【人しれず咲くツリフネソウをたずねて】
１０歩きます。�時１０月２５日�（小雨決行）
☆近鉄瓢�山駅南広場に午前９時集合、近
鉄元山上口駅で午後４時ごろ解散�持弁当、
水筒、雨具、帽子、軍手�問飛田０９０（９６９４）０９６２
【ファミリー自然観察会】
�時１１月２９日�（小雨決行）☆枚岡神社鳥

居下に午前１０時集合、午後２時ごろ解散�持
弁当、水筒、雨具、帽子、軍手�問紀古０９０
（１２２５）３０１８

精神障害者家族会
�時１０月２６日�午後１時～�所�申�問東大阪さ
つき会（岩田町３）０６（６７３０）２９１０

ママさんヨガ＆ポイントメイクレッスン
�時１０月２４日�午前９時３０分～正午�所イコ
ーラム（男女共同参画センター）�料１，０００円
�持バスタオル、髪留め、鏡、筆記用具�申１０
月１７日�までにＥメールで�申�問南０９０（４２８６）
５７９３、�kyo.minami@softbank.ne.jp

大阪樟蔭女子大学の催し
くわしくは樟蔭学園ホームページ（htt

p���www.osaka�shoin.ac.jp�）へ。
【公開講座「ランドスケープの原点～英

国の価値観の源の体験から」】
�時１０月２４日�午後１時～４時１０分�所大阪
樟蔭女子大学小阪キャンパス�申�問インテリ
アデザインセンター０６（６７２３）８１９６

【子育て支援～園庭開放】
�時１１月２８日�午前１０時～正午�対未就園児
とその保護者�所�申�問大阪樟蔭女子大学附属
幼稚園０６（６７２３）８１８９

【文楽ワークショップ～文楽を楽しく学
ぶ】
�時１１月２８日�午前１０時３０分～正午�所大阪
樟蔭女子大学小阪キャンパス�対小学校高学
年以上の方�申�問日本文化史学科事務センタ
ー０６（６７２３）８１６３

居合体験教室
�時１０月～１１月の土曜日午前９時～１１時�所
�申�問越田道場（上四条町）０７２（９８３）０１８１

アレンジメントフラワーレッスン
クリスマスミニリースを作ります。�時１２
月５日�午前１０時３０分～正午、午後２時～
３時３０分、８日�午後２時～３時３０分�所夢
広場（布施駅前）�料１回３，５００円�申�問本澤０９０
（９１１３）５７１７

絵本で遊ぼ
�時�内	１０月１８日�午前１０時～１１時５０分

山本淳子さんとわらべうたであそぼ	１１月
２９日�午前１０時～１１時５０分
工作と絵本で
あそぼ�所ももの広場（楠根）�対幼児（保護
者同伴）～小・中学生�問ピノキオ０９０（８７５９）
９２１１

グローブ空手「わんぱく塾」
�時１０月１９日�、２３日�午後６時３０分～９
時�所意岐部公民分館�料各５００円�申�問ジミーフ
キタ０９０（３７２２）０３７１

民謡＆太極拳
�時�内１０月２５日�	午後１時３０分～３時

民謡	午後３時～４時３０分
太極拳�所東公
民館�申�問藤本０９０（５１２１）０１２３

�わたし�のための実践的トレーニング

はばたき

翔塾地域女性リーダー養成講座

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２１年１０月１５日（１１）
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ユトリート東大阪の講座

【日商簿記３級取得講座】
�時１１月１４日～来年２月２０日の毎週土

曜日午前１０時～正午（１月２日を除く

計１４日間） �定３０人（申込先着順）
�講徳野会計事務所・赤松祐光さん �料
１０，０００円

【プリザーブドフラワー教室】
クリスマス、お正月に向けたアレン

ジをします。 �時１１月１４日�、１２月１２日
�午前１０時～正午（計２日間） �定２０人
（申込先着順） �講フラワーコーディ
ネーター・三浦由美子さん �料７，０００円
【ファイナンシャル・プランナー入

門講座】
�時１１月１８日�、２５日�、１２月２日�、

９日�午後６時３０分～８時（計４日間）
�定３０人（申込先着順） �講ファイナン
シャル・プランナー・松本真由美さん

�料２，０００円
◇ ◇

�申１０月２１日�午前９時から電話で
�所�申�問ユトリート東大阪 ０６（６７２５）

０３００、�０６（６７２１）１２１２

絵手紙体験教室

年賀状を作ります。

�時１１月１７日�午前１０時～正午 �対市
内在住、在勤、在学の方 �定２０人（抽
選） �料３００円 �申往復ハガキに教室名、
住所、氏名（ふりがなも）、年齢、電話

番号を書いて、１１月５日�（必着）ま
でに郵送

�所�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―１１―１７
青少年女性センター ０６（６７８９）５７４６、

�０６（６７８９）２０４９

高齢者地域ケア会議
講演～認知症の理解と予防

認知症はだれにでも起こりうるもの。

多くの人が正しい知識をもつことで、

最後まで尊厳をもって自分らしく生き

ていただくことが可能です。

長年、病棟で認知症の人々を見てき

た認知症ケアアドバイザーの五島シズ

さんが、認知症の予防と起きたときの

対応をお話します。 �時１１月１３日�午
後２時～４時（開場は３０分前） �所市
民会館市民ホール �定１，５００人（当日先
着順） �内講演「認知症の理解と予防
～認知症の予防と起きたときの対応」

認知症ケアアドバイザー・五島シズさ

ん ※手話通訳・要約筆記あり。

�問基幹型地域包括支援センター �
荒川�０６（６７２６）２５３３、�０６（６７２６）２５４４
�角田�０７２（９６３）６６６３、�０７２（９６３）２０２０

現代社会を読み解く・６
「減災」のまちづくりに向けて

男女共同参画の視点で防災・復興を

考えます。 �時１１月７日�午後１時３０
分～４時 �対市内在住、在勤、在学の
方 �定２０人（抽選） �講神戸大学経済経
営研究所准教授・相川康子さん ※１

歳６か月～就学前幼児の保育あり（１

人３００円で１０月３１日�までに要申込・定
員１０人）。 �申往復ハガキに講座名、受
講動機、住所、氏名、電話・ファクス

番号、保育の有無（必要な場合は子ども

の氏名、生年月日も）を書いて、１１月

４日�（必着）までに郵送（ファクス、
Ｅメールでも可）

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@city.higashiosaka.lg.jp

応急手当普通救命講習会

AED（自動体外式除細動器）を取り

入れた救命処置を学びませんか。 �時
１１月１４日�午後１時～４時 �所消防局
５階会議室 �定３０人（申込先着順）
�申１１月７日�まで
�申�問中消防署 ０７２（９６６）０１１９、�０７２

（９６６）６４６５

ファミリーサポート・センター

子育て援助会員養成講座

保育所・幼稚園への送迎や自宅での

保育など、地域の子育てを支援する援

助会員になりませんか。 �時１０月３１日
�午前９時～午後０時３０分 �所総合福
祉センター �対自宅での保育や送迎が
できる心身ともに健康な２０歳～７０歳の

市内・近隣市在住の方 �定１５人（申込
先着順） �内事業概要の説明、子ども
の健康と発達、現在の子育て環境と求

められる支援 �申講座名、住所、氏名、
年齢、電話番号を１０月３０日�までに電
話またはファクスで

�申�問ファミリー・サポート・センタ
ー ０６（６７８５）２６２５、�０６（６７８９）５６１１

ヘルスメイト簡単クッキング

ヘルスメイト（食生活改善推進員）

と楽しく料理をしませんか。 �時１１月
５日�午後１時～４時 �定１５人（申込
先着順） �内お話と調理実習「孫に伝
えたい味～朝食編」 �料３５０円 �持エプ
ロン、三角巾、手ふき �申電話で
�所�申�問中保健センター ０７２（９６５）

６４１１、�０７２（９６６）６５２７

シッティングバレーボール教室

パラリンピックの正式種目「シッテ

ィングバレーボール」を体験しません

か。北京パラリンピック出場選手の金

木絵美さんによる指導が受けられます。

�時１１月２２日�午後１時～４時 �所府立
天王寺高等学校（大阪市阿倍野区三明

町２） �対府内（大阪市・堺市を除く）
在住の障害者または興味がある方 �定
５０人（障害者を優先・申込先着順）

�持ジャージ、体育館シューズ �申１１月
９日	までに電話またはファクスで
�申�問大阪府障がい者スポーツ振興協
会 ０６（６９４４）９１７６、�０６（６９４２）７２１５

障害者のためのししゅう教室

�時１１月１７日～来年３月１６日の第１・
３火曜日午前１０時～正午（計８日間）

�対市内在住の障害者 �定１０人（抽選）
※材料費が必要。 �持針、はさみ �申
１０月３０日�まで
�所�申�問高井田障害者センター ０６

（６７８９）０１３１、�０６（６７８９）２８７０

歴史講演会

�時１０月２５日�午後１時３０分～３時
�定９０人（当日先着順） �内「市内発掘
調査にみる古代の画期」

�所�問埋蔵文化財センター ０７２（９８３）

２３４０、�０７２（９８２）９４１１

水走清掃工場の日曜見学会

環境美化・ごみ減量化・資源化に関

心をもっていただくため、見学会を開

催します。先着２００人には、粗品を進呈

します。 �時１０月２５日�午前９時～午
後２時 �内焼却工場見学やペットボト
ル選別作業体験（午前１０時からと午前

１１時３０分から）、フリーマーケット（雨

天中止）、縄手北中学校吹奏楽部による

演奏など ※工場見学参加者で希望者

には、抽選でリサイクル自転車が当た

ります（１，０００円が必要）。リサイクル品

の即売はありません。

�所�問東大阪都市清掃施設組合 ０７２

（９６２）６０２１、�０７２（９６２）６１２５

折り紙教室

のし袋などを作ります。 �時１１月１６
日	午後１時３０分から �定２０人（親子
可・抽選） �料３００円 �申往復ハガキに教
室名、住所、氏名、年齢、電話番号を

書いて、１１月１日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７９・８０５４南四条町１―７ やま

なみプラザ（四条） ０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

史跡ハイキング
鴻池新田周辺の石造物めぐり

鴻池新田周辺の東大阪・大東市域の

石造物を見て歩きます（約１０
）。
�時１０月２５日�午前９時３０分～午後３時
�定３０人（申込先着順） �申電話で
【歴史講演会～五重塔が倒れないの

は本当か？】
五重塔は地震でも倒れないといわれ

ていますが、実際には大きな地震被害

の記録が残っています。関西大学准教

授の西澤英和さんが伝統木造建築の塔

の耐震性についてお話します。 �時１０
月３１日�午後１時～２時２０分 �所鴻池
新田会所 �定５０人（当日先着順） �料
大人３００円、小・中学生２００円

◇ ◇

�申�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

府 民 講 座
アッと驚く「カミナリ」の話
まいど１号とカミナリの正体

今年宇宙に打ち上げられた人工衛星

「まいど１号」は、宇宙から雷放電を

観測するための衛星です。「まいど１号」

の製作にかかわった雷の専門家である

大阪大学大学院教授の河�善一郎さん
が講演します（手話通訳あり）。 �時
１０月３１日�午後２時３０分～４時（受付
は４５分前から） �所府立中央図書館ラ
イティホール �定３８０人（申込先着順）
�料５００円 ※身体障害者手帳などを提示

した方とその介助者は無料。 �申往復
ハガキに講座名、住所、氏名（ふりが

なも）、年齢、電話・ファクス番号を書

いて、１０月２７日�（必着）までに郵送
（直接またはファクスでも可）

�申�問〒５７７・００１１荒本北１―２―１ 府立中

央図書館総務課 ０６（６７４５）０１７０、�０６
（６７４５）０２６２

【いきいきながせまつり】

まちづくりを考えます。 �時１０月
３０日�～１１月１日�午前９時～午後
５時 �内編み物、生け花、絵手紙な
どの展示 ※１日は模擬店（午前１０

時から午後１時まで）や野外コンサ

ートもあります。申込不要。

【お菓子作り教室】
クリスマスに向けてお菓子作りに

挑戦しませんか。 �時１１月４日～１２
月１６日の毎週水曜日午後６時３０分か

ら（計７日間） �定１５人（抽選）
�講料理研究家・大島照子さん �料
５，０００円

【親子万華鏡作り教室】
ステンドグラスで万華鏡を作りま

す。 �時１１月７日�午後１時３０分か
ら �定親子２０組（抽選） ※１組何

人でも可。 �講創作ステンドグラス
工房ビッグハウス・大家伸介さん

�料１組１，５００円

◇ ◇

�申ハガキに教室名、住所、氏名、
電話番号、親子万華鏡作り教室は参

加人数を書いて、１０月２３日�（必着）
までに郵送（ファクスでも可）

�所�申�問〒５７７・０８３２長瀬町３―４―３ 長

瀬人権文化センター ０６（６７２０）１７０１、

�０６（６７２９）９１７１

学学んんでで楽楽ししももうう
長長瀬瀬人人権権文文化化セセンンタターー

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

（１２）平成２１年１０月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り


